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「
備
中
牛
®」の
複
合
一
貫
に
手
応
え

ご飯のお供 お弁当のおかずに

牛肉の大和煮
[ 材 料／2人分 ] [つくりかた ]

1. 牛肉を1cm幅の棒状に切る。
2. ショウガの皮をむき千切りにする。
３．Ａの調味料を合わせておく。
4. 鍋に油を入れ熱し、①を炒める。
5. ②と③を入れ、落とし蓋をして約
10分中火で煮る。

6. 落とし蓋を取り、汁気が1/3になっ
たら完成。

■牛肉　サーロインステーキ用　　　　　　　
（もしくはバラ肉ブロック）…1cm厚さのもの（150ｇ）
■ショウガ…………………………………30ｇ
■油…………………………………………少々
　　酒…………………………………大さじ3
　　しょうゆ……………………………大さじ2
　　砂糖………………………………大さじ2
　　水……………………………………100㎖

こ く し ょ う こ く さ ん

A

火加減は強くなりすぎないように！
煮詰めすぎると、牛肉が固くなってしまいます。

特 集
声かけが鍵！　　
春の農作業安全

今回は本誌で
紹介されている
「備中牛®」で作りました!!
すばらしいお肉ですよ!!

ＪＡ岡山厚生連
管理栄養士　久保 敦子 先生

くぼ あつこ

LINEはじめました!!ぜひお友だち登録を（詳しくは１４・23ページ）
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24
回
井
原
直
売
所「
い
ば
ら
愛
菜
館
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
井
原
市
井
原
町

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
対
話
強
化

・
岡
山
西
青
壮
年
部
が
団
結

・
地
域
貢
献
活
動
の
紹
介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

エ
ン
ダ
イ
ブ

「
備
中
牛
®」

備
中
牛
銘
柄
推
進
協
議
会

245610121418202224

梁
市
の
北
西
部
に
位
置
し
、
北
は
新

見
市
、
西
は
広
島
県
と
境
を
分
か
ち

ま
す
。
中
央
を
高
梁
川
支
流
の
成
羽
川
が

流
れ
、
町
の
上
流
に
は
新
成
羽
川
ダ
ム
、

中
流
に
は
黒
鳥
ダ
ム
が
構
え
ま
す
。
石
灰
岩

の
切
り
立
つ
渓
谷
と
清
流
、
ダ
ム
湖
が
静
か

な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
つ

づ
ら
道
を
ひ
た
す
ら
上
る
と
標
高
４
５
０

㍍
前
後
の
高
台
に
集
落
が
点
在
。
吉
備
高

原
の
一
部
に
属
し
、
３
６
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
が

広
が
る
天
空
の
地
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。

　
高
原
特
有
の
気
候
を
い
か
し
た
ト
マ
ト
や

ブ
ド
ウ
が
町
の
特
産
で
す
。
山
の
上
の
集
落

を
訪
れ
る
と
、
特
産
を「
天
空
の
実
り
®
」と

称
す
所
以
が
実
感
で
き
ま
す
。「
備
中
牛
®
」

を
育
て
る
牛
舎
を
は
じ
め
酪
農
舎
、
鶏
舎

も
森
の
中
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
囲
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
体
制
や
Ｊ
Ａ
の

選
果
場
な
ど
農
業
を
始
め
る
環
境
が
充
実

し
、
県
外
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
移
住
者
も
多

く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

高

高梁市備中町

天
空
の
集
落
は

　
爽
快
な
見
晴
ら
し

牛
肉
の
大
和
煮

た
か
は
し
し

び
っ
ち
ゅ
う
ち
ょ
う

表
紙
を
空
か
ら
望
む

―
高
梁
市
備
中
町

声
か
け
が
鍵
！

春
の
農
作
業
安
全

標高４５０mの備中町布賀地区から
望む吉備高原の山並み。成羽川を挟
んだ向かいの台地（高梁市成羽町）に
は自然が生み出した「夫婦岩」がそび
える。写真中央に見えるのが三宅
ファームの牛舎

県内トップ産地を誇る「鬼退治桃太郎トマト｣と、
ピオーネ「天空の実り®」などのブドウの両選果場
を有する同地区。トマト選果場は中国地方最大
級の規模、ぶどう選果場は全国初の色彩選別
カメラを導入するなど県内農業をけん引しています。

最寄りのJA施設
西部ぶどう選果場
（高梁市備中町布瀬）

ソ
ラ
サ
ン
ぽ

空

散
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長男の隼人さん（13）をはじ

め、左から三女の柚葉さん

（7）、長女の楓さん（11）、

次女の梓さん（10）の4人

きょうだいがしたいと思える

楽しい農業を目指す

梁
市
内
か
ら
車
で
約
１
時
間
。

標
高
４
５
０
㍍
の
山
間
で
、

祖
父
が
始
め
た
酪
農
を
受
け
継
ぐ
の

が
、
株
式
会
社
三
宅
フ
ァ
ー
ム
の
３
代

目
、三
宅
勇
輝
さ
ん（
35
）。両
親
や
妻
、

従
業
員
と
と
も
に
、
乳
牛
と
ブ
ラ
ン

ド
牛「
備
中
牛
®」の
複
合
一
貫
経
営

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
酪
農
大
学
校
を
卒
業
後
、
20
歳
で

就
農
し
た
三
宅
さ
ん
は
、
父
と
と
も
に

規
模
を
拡
大
。
２
０
１
４
年
12
月
に

法
人
化
し
、
乳
牛
約
２
０
０
頭
か
ら

１
日
５
㌧
強
を
搾
乳
す
る
傍
ら
、
和

牛
の
繁
殖
・
肥
育
牛
や
交
雑
種
合
わ

せ
て
約
２
０
０
頭
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
や
歴
史
的
円
安
、
物
価

高
の
影
響
で
輸
入
飼
料
の
価
格
高
騰

に
よ
る
影
響
が
顕
著
な
畜
産
業
。
同

フ
ァ
ー
ム
で
も
昨
年
か
ら
自
給
飼
料
の

割
合
を
積
極
的
に
増
や
し
ま
し
た
。

コ
ス
ト
削
減
だ
け
で
な
く
、
牛
乳
や

和
牛
の
質
向
上
の
効
果
も
生
み
ま
し

た
。「
年
３
回
ほ
ど
飼
料（
牧
草
）の

栽
培
と
収
穫
を
繰
り
返
す
こ
と
で
以

前
よ
り
も
栄
養
価
が
格
段
に
あ
が
り
、

『
牛
乳
や
肉
の
お
い
し
さ
が
増
し
た
』

と
、
消
費
者
か
ら
う
れ
し
い
声
が
届

い
て
い
る
」と
胸
を
張
り
ま
す
。

　
時
代
の
流
れ
に
沿
い
、
一
昨
年
に
は

新
た
に
和
牛
肥
育
牛
舎
と
、
自
動
搾

乳
機
や
給
餌
機
・
堆
肥
攪
拌
機
な

ど
を
そ
ろ
え
た
ロ
ボ
ッ
ト
牛
舎
を
建

設
。
最
大
限
の
機
械
化
に
よ
り
、
頭

数
が
増
え
て
も
雇
用
を
増
や
す
こ
と

な
く
、
規
模
拡
大
を
実
現
し
ま
し
た
。

副
産
物
で
あ
る
堆
肥
も
牧
草
地
へ
利

活
用
し
、
循
環
型
農
業
と
し
て
持
続

可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
）に
寄

与
し
て
い
ま
す
。

　
和
牛
分
野
で
は
、
肥
育
牛
を
自
家

飼
育
す
る
ほ
か
、
採
卵
か
ら
出
荷
ま

で
一
貫
し
て
手
掛
け
て
い
ま
す
。
搾

乳
牛
が
増
え
て
い
く
中
で
、
経
営
を

さ
ら
に
盤
石
と
す
る
た
め
和
牛
の
受

精
卵
を
自
家
採
卵
し
、
乳
牛
の
借
り

腹
に
移
植
す
る
受
精
卵
移
植（
Ｅ
Ｔ
）

へ
と
切
り
替
え
ま
し
た
。
肥
育
牛
の

頭
数
を
増
や
す
と
と
も
に
飼
料
を
Ｊ

Ａ
指
定
に
変
え
、「
備
中
牛
」と
し
て

出
荷
し
、
和
牛
分
野
の
強
化
へ
つ
な

げ
て
い
ま
す
。「
乳
牛
、
和
牛
と
も
に

や
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
強
み
」と
力

を
込
め
ま
す
。

　
回
復
傾
向
に
あ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
な
ど
将
来
に
も
目
を
向
け
、
厳

し
い
畜
産
業
界
の
明
る
い
兆
し
を
展

望
。「『
酪
農
』と
書
い
て『
楽
農（
ら

く
の
う
）』と
言
え
る
よ
う
、
息
子
や

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が『
畜
産

業
を
し
た
い
！
』と
思
え
る
よ
う
な
ワ

ク
ワ
ク
す
る
農
業
に
し
て
い
き
た
い
」

と
先
を
見
据
え
ま
す
。

ラ
ン
ド
牛「
備
中
牛
®」が
誕
生

し
て
、
今
年
９
月
で
12
年
目
。

か
つ
て
県
内
最
大
を
誇
っ
た
高
梁
家

畜
市
場
を
有
し
た
畜
産
地
を
守
り
抜

こ
う
と
、部
会
や
J
Ａ
、関

係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
持

続
可
能
な
畜
産
業
へ
と
歩

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
最
盛
期
の
１
９
７
５
年
に

は
３
万
頭
も
の
取
引
を
行
っ

て
い
た
同
市
場
。現
在
、「
備

中
牛
」の
飼
育
頭
数
は
３
８

０
頭
程
度
に
ま
で
減
少
し

ま
し
た
が
、
歴
史
あ
る
肉

用
牛
を
次
世
代
に
引
き
継

げ
る
よ
う
、
販
路
の
拡
大

を
目
指
し
、
幅
広
い
世
代

に
む
け
た
認
知
度
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
代
表
的
な
の
が
、
ブ
ラ
ン

ド
名
立
ち
上
げ
時
か
ら
続
い

て
い
る
学
校
給
食
へ
の
提
供

で
す
。毎
年
11
月
に
高
梁
市

内
の
小
中
学
校
・
幼
稚
園
・

保
育
園
・
こ
ど
も
園
を
対

象
に
約
３
０
０
０
食
を
牛
丼

と
し
て
提
供
。
子
ど
も
た

ち
の
人
気
メ
ニュ
ー
へ
と
定
着

し
、「
毎
年
楽
し
み
。
柔
ら

か
く
て
、
ど
ん
ど
ん
お
か
わ
り
し
た
く

な
る
」と
好
評
で
す
。
生
産
者
は「
子

ど
も
の
頃
か
ら
地
元
の
特
産
を
味

わ
っ
て
記
憶
に
留
め
、
成
長
し
て『
備

中
牛
』の
こ
と
を
周
囲
に
伝
え
て
ほ
し

い
」と
期
待
し
ま
す
。

　
旨
味
成
分
で
あ
る
オ
レ
イ
ン
酸
含

有
量
が
増
え
、
肉
質
が
よ
く
な
る
と

し
て
県
内
で
初
め
て
稲
子
実
発
酵
飼

料（
Ｓ
Ｇ
Ｓ
）の
製
造
・
給
餌
に
も
着

手
。
耕
畜
連
携
と
し
て
、
遊
休
農

地
を
活
用
し
て
、Ｊ
Ａ
が
Ｓ
Ｇ
Ｓ
製
造

を
担
い
、
畜
産
農
家
が
給
餌
す
る
こ

と
で
循
環
型
農
業
の
確
立
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
世
界
情
勢
の
急
激

な
変
化
に
よ
り
輸
入
飼
料
価
格
が
高

騰
す
る
中
、
国
産
の
自
給
飼
料
が
生

産
を
下
支
え
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
担
当
者
は「
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
、
厳
し
い
経

営
環
境
を
強
い
ら
れ
て
い
る
農
家
を

後
押
し
し
て
い
き
た
い
」と
力
を
込
め

ま
す
。
現
在
、
び
ほ
く
統
括
本
部

管
内
で
は
６
戸
が
厳
選
し
た
特
定
飼

料
を
与
え
、
年
間
約
２
０
０
頭
を
出

荷
し
て
い
ま
す
。

かつての県内最大の畜産地を守り抜く

持続可能な畜産へ

高

備中牛銘柄推進協議会（ＪＡや行政など関連団体で構成）

酪
農
か
ら“

楽
農“
へ

「
備
中
牛
Ⓡ

」の
複
合
一
貫
に
手
応
え

はやと

ゆずは

かえで

あずさ

ブ

三
宅 

勇
輝
さ
ん

（35）

晴れびと！
備
中
牛
生
産
者

株
式
会
社
三
宅
フ
ァ
ー
ム

備
中
牛
®

今
月
の
特
産
品

ゆ
う
き

み
や
け

表紙の説明

「備中牛」
PRキャラクター

おいしい
「備中

牛」はJ
A直

売所の
高梁グ

リーン
セン

ター（高
梁市津

川町）、
神楽

の里（同
市成羽

町）、か
よう

青空市（
吉備中

央町）な
ど

で販売中
！！

き
れ
い
な
サ
シ（
脂
身
）は
飼

育
管
理
の
賜
物
。口
の
中
で

と
ろ
け
る
味
わ
い
は
格
別

次世代へつなぐ楽しい農業に向け、畜
産業を盛り上げようと展望する三宅さん
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標
高
４
５
０
㍍
の
山
間
で
、

祖
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が
始
め
た
酪
農
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受
け
継
ぐ
の

が
、
株
式
会
社
三
宅
フ
ァ
ー
ム
の
３
代

目
、三
宅
勇
輝
さ
ん（
35
）。両
親
や
妻
、

従
業
員
と
と
も
に
、
乳
牛
と
ブ
ラ
ン

ド
牛「
備
中
牛
®」の
複
合
一
貫
経
営

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
酪
農
大
学
校
を
卒
業
後
、
20
歳
で

就
農
し
た
三
宅
さ
ん
は
、
父
と
と
も
に

規
模
を
拡
大
。
２
０
１
４
年
12
月
に

法
人
化
し
、
乳
牛
約
２
０
０
頭
か
ら

１
日
５
㌧
強
を
搾
乳
す
る
傍
ら
、
和

牛
の
繁
殖
・
肥
育
牛
や
交
雑
種
合
わ

せ
て
約
２
０
０
頭
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
や
歴
史
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円
安
、
物
価

高
の
影
響
で
輸
入
飼
料
の
価
格
高
騰

に
よ
る
影
響
が
顕
著
な
畜
産
業
。
同

フ
ァ
ー
ム
で
も
昨
年
か
ら
自
給
飼
料
の
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合
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極
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ま
し
た
。

コ
ス
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だ
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、
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み
ま
し

た
。「
年
３
回
ほ
ど
飼
料（
牧
草
）の

栽
培
と
収
穫
を
繰
り
返
す
こ
と
で
以

前
よ
り
も
栄
養
価
が
格
段
に
あ
が
り
、

『
牛
乳
や
肉
の
お
い
し
さ
が
増
し
た
』

と
、
消
費
者
か
ら
う
れ
し
い
声
が
届

い
て
い
る
」と
胸
を
張
り
ま
す
。
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一
昨
年
に
は

新
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に
和
牛
肥
育
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、
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搾

乳
機
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給
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機
・
堆
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拌
機
な

ど
を
そ
ろ
え
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ロ
ボ
ッ
ト
牛
舎
を
建

設
。
最
大
限
の
機
械
化
に
よ
り
、
頭

数
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て
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雇
用
を
増
や
す
こ
と

な
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、
規
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大
を
実
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ま
し
た
。
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る
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牧
草
地
へ
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活
用
し
、
循
環
型
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し
て
持
続

可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
）に
寄

与
し
て
い
ま
す
。

　
和
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分
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で
は
、
肥
育
牛
を
自
家

飼
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す
る
ほ
か
、
採
卵
か
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出
荷
ま

で
一
貫
し
て
手
掛
け
て
い
ま
す
。
搾
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い
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中
で
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経
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に
盤
石
と
す
る
た
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の
受

精
卵
を
自
家
採
卵
し
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牛
の
借
り

腹
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植
す
る
受
精
卵
移
植（
Ｅ
Ｔ
）
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切
り
替
え
ま
し
た
。
肥
育
牛
の

頭
数
を
増
や
す
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と
も
に
飼
料
を
Ｊ

Ａ
指
定
に
変
え
、「
備
中
牛
」と
し
て
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荷
し
、
和
牛
分
野
の
強
化
へ
つ
な

げ
て
い
ま
す
。「
乳
牛
、
和
牛
と
も
に

や
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
強
み
」と
力

を
込
め
ま
す
。
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ド
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厳

し
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畜
産
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の
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る
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兆
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を
展
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。「『
酪
農
』と
書
い
て『
楽
農（
ら

く
の
う
）』と
言
え
る
よ
う
、
息
子
や

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が『
畜
産

業
を
し
た
い
！
』と
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え
る
よ
う
な
ワ

ク
ワ
ク
す
る
農
業
に
し
て
い
き
た
い
」

と
先
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見
据
え
ま
す
。

ラ
ン
ド
牛「
備
中
牛
®」が
誕
生

し
て
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今
年
９
月
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12
年
目
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か
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県
内
最
大
を
誇
っ
た
高
梁
家

畜
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有
し
た
畜
産
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を
守
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抜

こ
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、部
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J
Ａ
、関
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な
っ
て
持
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可
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な
畜
産
業
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と
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進
め
て
い
ま
す
。
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の
１
９
７
５
年
に
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３
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備

中
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３
８

０
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史
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梁
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０
０
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わ
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な
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憶
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。
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選
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を
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を
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荷
し
て
い
ま
す
。
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エンジン停止!!

（農林水産省調べ）

　
今
年
も
春
の
農
繁
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
毎
年
農
作
業

事
故
が
増
え
る
の
が
、
農
繁
期

の
春
と
秋
で
す
。
農
林
水
産
省

で
は
、
３
月
１
日
〜
５
月
31
日

ま
で
を「
春
の
農
作
業
安
全
確

認
運
動
」と
定
め
て
、
農
業
機

械
作
業
の
事
故
防
止
に
向
け
た

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
農

作
業
に
経
験
値
が
必
要
な
一
方

で
、「
慣
れ
」は
禁
物
で
す
。
事

故
や
ケ
ガ
を
引
き
起
こ
す
リ
ス

ク
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
農
作
業

を
前
に
今
一
度
、
危
険
な
所
や

作
業
環
境
、
機
械
の
正
し
い
使

い
方
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

2023年春の農作業安全確認運動　重点推進テーマ

2023年3月1日～5月31日

徹底しよう！農業機械の転落・転倒対策
運動期間

春
の
農
作
業
安
全

声
か
け
が
鍵
！
農繁期前に
再確認♪

　近年、県内でもトラクターやコンバインの転落・転倒など農業機械による痛まし
い事故が相次いでいます。下記グラフの通り、全国で最も多いのが乗用型トラク
ターで、慣れによる事故も多発しています。

　ＪＡグループは農作業事故の発生例を動画投稿サイト「YouTube」で公開し
ています。事故の発生場面や機械の正しい使い方を解説。当事者視点で事
故を疑似体験することで安全意識を高め、事故の未然防止を啓発しています。

万が一転倒した場合などに、運転手がトラクターの荷重で下敷きに
なるのを防ぎ、運転者を保護するために必要な空間（安全域）を確保
できます。安全フレームのない古い型のトラクターや、安全フレーム
があっても諸事情により倒して運転している例もあります。必ず安
全フレームは正しい位置で使用しましょう。

連結・解除作業を忘れがち
なブレーキペダル。連結し
ないまま、走行中誤って片
方だけで急ブレーキを踏むと
思わぬ急旋回が生じ、転
落・転倒の重大死傷事故
につながる場合があります。

管理機で多い事故が、後退時
の足の巻き込みです。特にハウ
ス内などの狭い場所や傾斜地で
は、足元がおぼつかない上に、
周囲に障害物も多いことが原因
で発生します。周囲をよく確認し、
後退時はなるべくエンジンを切る
ようにします。近年は、安全装
置が体に触れたり、手を離した
りするとクラッチが切れるなど安
全性が高い管理機が主流です。

果樹のせん定や収穫時など利
用頻度の高い脚立。脚立の
天板に乗る、開き止め金具を
つけていない、脚立を不安定
な場所に置く、重い物を持っ
て上がるなどは転倒を招く大き
な要因です。複数人で声かけ
をしながらの作業や、ヘルメッ
トを着用するなど安全対策をし
ましょう。たとえ低い位置から
での落下でも人命にかかわる
ことがあります。

防護メガネを付けていな
かったために、チップソー
や石が目に飛んできて、
角膜を負傷し入院した
ケースなどがあります。

機械への乗り降りの際の転落・転倒時に頭を守るな
どヘルメットは欠かせません。シートベルトは公道走
行時における車との追突や転落・転倒で車外に投
げ出されることを回避します。着用していると死亡率
は一桁台にまで下がります。

とともに
こうして リスク回避！！声かけ

安全フレームの装備

帽子・
ヘルメット

腕カバー

防振手袋

防護メガネ

安全カバー

滑りにくい
作業靴

路上走行時の
片ブレーキの禁止
倍速の設定を解除 ヘルメット・シートベルトの着用

駐停車時は必ず駐車ブレーキを
かけてエンジン停止

●後ろに人がいないことを確認！！
●傾斜地で停車する場合は
　ロータリー（作業機）を下げる

管 理 機

●坂道や傾斜地では
　なるべく低い位置まで
　ロータリー（作業機）を下げる

脚　立

刈 払 機

トラクター

イヤーカバー

草などの巻き付きの取り除き時や、
作業をしていない時は

全国の要因別の死亡事故発生状況（2021年）

・複数人で作業する
・声をかけ合いながらする
・いつでも連絡ができるように携帯電話・
スマートフォンを持つ

・機械を使う時は、周りに人がいないか
周囲を確認する

・帽子の着用、水分補給など小まめな熱
中症対策をする

どんな作業でも重要！

岡山県でも相次ぐ痛ましい事故

農作業事故を動画で体験　危険を予
測し未然防止を　

特集

乗用型
トラクター

歩行型トラクター

農業機械作業に係わる
事故

58人（24.0%）

242人

農耕用運搬車

自脱型コンバイン

動力防除機動力刈払機

※発育期の眼への負担に配慮し、対象年齢を14歳以上としています。

農用高所作業機

11人（4.5%）

1人（0.4%）
7人（2.9%）

その他

その他

熱中症

26人
（10.7%）

13人
（5.4%）

171人（70.7%）

22人（9.1%）

21人（8.7%）

16人（6.6%）

16人（6.6%）

23人（9.5%）
機械・施設以外の
作業に係わる事故

ほ場、道路からの転落

64人（26.4%）

11人（4.5%）

稲ワラ焼却中などの火傷
木などの高所からの転落

9人（3.7%）

8人（3.3%）

農業用施設作業に
係わる事故

田植機
巻き込まれ・転落編

その他の機械の
事故体験動画はこちら

実際の
事故例を
学ぼう

乗用型トラクター
転倒編

刈払機
刃との接触編

農作業事故体験VR
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エンジン停止!!

（農林水産省調べ）

　
今
年
も
春
の
農
繁
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
毎
年
農
作
業

事
故
が
増
え
る
の
が
、
農
繁
期

の
春
と
秋
で
す
。
農
林
水
産
省

で
は
、
３
月
１
日
〜
５
月
31
日

ま
で
を「
春
の
農
作
業
安
全
確

認
運
動
」と
定
め
て
、
農
業
機

械
作
業
の
事
故
防
止
に
向
け
た

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
農

作
業
に
経
験
値
が
必
要
な
一
方

で
、「
慣
れ
」は
禁
物
で
す
。
事

故
や
ケ
ガ
を
引
き
起
こ
す
リ
ス

ク
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
農
作
業

を
前
に
今
一
度
、
危
険
な
所
や

作
業
環
境
、
機
械
の
正
し
い
使

い
方
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

2023年春の農作業安全確認運動　重点推進テーマ

2023年3月1日～5月31日

徹底しよう！農業機械の転落・転倒対策
運動期間

春
の
農
作
業
安
全

声
か
け
が
鍵
！
農繁期前に
再確認♪

　近年、県内でもトラクターやコンバインの転落・転倒など農業機械による痛まし
い事故が相次いでいます。下記グラフの通り、全国で最も多いのが乗用型トラク
ターで、慣れによる事故も多発しています。
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故を疑似体験することで安全意識を高め、事故の未然防止を啓発しています。

万が一転倒した場合などに、運転手がトラクターの荷重で下敷きに
なるのを防ぎ、運転者を保護するために必要な空間（安全域）を確保
できます。安全フレームのない古い型のトラクターや、安全フレーム
があっても諸事情により倒して運転している例もあります。必ず安
全フレームは正しい位置で使用しましょう。

連結・解除作業を忘れがち
なブレーキペダル。連結し
ないまま、走行中誤って片
方だけで急ブレーキを踏むと
思わぬ急旋回が生じ、転
落・転倒の重大死傷事故
につながる場合があります。
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　ロータリー（作業機）を下げる

脚　立

刈 払 機

トラクター
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事故

58人（24.0%）

242人

農耕用運搬車

自脱型コンバイン

動力防除機動力刈払機

※発育期の眼への負担に配慮し、対象年齢を14歳以上としています。
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稲ワラ焼却中などの火傷
木などの高所からの転落

9人（3.7%）

8人（3.3%）

農業用施設作業に
係わる事故

田植機
巻き込まれ・転落編

その他の機械の
事故体験動画はこちら

実際の
事故例を
学ぼう

乗用型トラクター
転倒編

刈払機
刃との接触編

農作業事故体験VR
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労
災
保
険
は
本
来
、
労
働
者
の
業

務
・
通
勤
に
よ
る
負
傷
や
死
亡
な
ど

に
対
し
て
保
険
給
付
を
行
う
制
度
で

す
が
、
農
業
者
の
場
合
は
一
定
の
要

件
を
も
と
に
特
別
加
入
と
し
て
任
意

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
療
養
・

休
業
・
遺
族
給
付
ま
で
、
万
が
一
の

事
故
の
際
に
も
確
実
な
補
償
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
お
近
く
の
労
働
基
準
監
督
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

すべての事故はあってはいけないこと。でも万が一に備える必要があるのが保
障です。ＪＡ共済では、生命・建物・自動車に対応する保障だけではなく農業
機械、生産から出荷・販売後までに想定される幅広い賠償をも保障します。

農業に関する保障ならＪＡにお任せ!!

詳しくはお近くの支店・渉外担当者にお問い合わせください

備えも忘れずに「
農
業
用
安
全
自
動
車
割
引
」で

 

　
　

 

お
得
に
充
実
し
た
保
障
を
▼

も
し
も
の
農
業
リ
ス
ク
に

国
の
公
的
保
険
制
度
も

自動車
共済掛金

農業者の
みなさまの安心を
お手伝いします！！

　
Ｊ
Ａ
共
済
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
、
割
引
制
度

「
農
業
用
安
全
自
動
車
割
引
」を
新
た
に

設
け
ま
し
た
。
農
業
者
向
け
の
保
障
拡
充

を
目
指
し
ま
す
。

　
ト
ラ
ク
タ
ー
・
田
植
機
な
ど
の
農
耕
作

業
用
小
型
特
殊
自
動
車
は
自
賠
責
共
済

（
保
険
）に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
万
が
一
の
時
に
高
額
の
賠
償
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
高
額
な
賠
償
や
農
業
用
自

動
車
の
損
失
は
農
業
経
営
に
大
き
な
支
障

を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
車
両
保
障
を
含
め

た
自
動
車
共
済
に
加
入
し
、
リ
ス
ク
に
備

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

9％
他人をはねてしまったなど 転倒し運転手が

下敷きになってしまったなど
農業機械の盗難など

ひとを取り巻くリスク

いえを取り巻くリスク

くるまを取り巻くリスク

農業経営を取り巻くリスク

ご自身が万一の場合 終身共済

生活障害共済
（働くわたしのささエール）
農作業中傷害共済
特定農機具傷害共済

医療共済（メディフル）

ご自身が万一のときの
ご家族の生活資金などへの備えに

ご自身の就農不能

農作業中のケガ

農業用施設の損壊

現金盗難

自動車事故

第三者への賠償

出荷した農産物の
回収

経営者が万一の
場合

従業員の退職

労務管理

病気やケガにより就農不能となった
ときの収入の減少などへの備えに

農作業中・農機具使用中のケガによる
入院費用や通院費用などへの備えに

病気やケガによる
入院費用などへの備えに

農業用施設の火災や自然災害による
損壊などへの備えに

現金や預貯金証書の盗難などへの
備えに

業務遂行・施設の管理などに
起因する賠償への備えに

農業用の自動車の事故による賠償や
ケガ、修理などへの備えに

異物混入や残留農薬による農産物の
回収費用などへの備えに

経営者が万一のときの事業継続・
承継資金などへの備えに

従業員に対する退職金の
支払いなどへの備えに

従業員が就農不能となったときの
見舞金の支払いなどへの備えに

建物更生共済（むてきプラス）

建物更生共済（むてきプラス）

自動車共済

農業者賠償責任共済
（ファーマスト）

定期生命共済
＜トップマン［経営者タイプ］＞
養老生命共済
＜福利厚生プラン＞
生活障害共済
＜働くわたしのささエール＞

（23331000030）

（23331000032）

建 物 特定建築物

家 財 営業用什器備品

新 設

❶
労
災
保
険

農
業
者
の
た
め
の
特
別
加
入
制
度
あ
り

　
青
色
申
告
を
し
て
い
る
農
業
者
を

対
象
に
自
然
災
害
・
価
格
下
落
な
ど

は
も
ち
ろ
ん
、
取
引
先
の
倒
産
な
ど

経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入

減
少
を
広
く
補
償
し
ま
す
。
詳
し
く

は
お
近
く
の
農
業
共
済
組
合
・
全
国

農
業
共
済
組
合
連
合
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

❷
収
入
保
険

青
色
申
告
を
し
て
い
る
農
業
者
対
象

収
入
減
少
を
補
償

ベストスマイルサポーター
作東支店 共済窓口担当
みずしま

水島　
 り な  

理菜

詳しい内容は
コチラ！

詳しい内容は
コチラ！

私たちにご相談ください！

割引割引

特集

主契約（保障対象の車両）

車　両 対　人 対　物 傷害定額 人身傷害

農耕作業用大型特殊自動車・農耕作業用小型特殊自動車

あらゆる農業用自動車の事故に対して保障！

そのほかにも、コンバイン・野菜移植機・収穫機なども含まれます。
※対象には一定の条件があります。

乗用トラクター

相手方への損害 ご自身・ご家族への損害 お車に対する損害

田植機
農業用薬剤散布車

(スピードスプレーヤー）

●散布した農薬が飛散して他の農業者の作物が出荷不能となった
●トラクターの操作を誤り、隣りの家の塀に衝突して破損させた
●他人から預かっていたアルミ棚板を盗難された
●異物混入などによる出荷物の回収

　これまで自動車共済の車両保障に
ついては全損害担保でしか保障され
なかったイノシシやシカなどの動物との
接触・衝突による車の損害も、車両
損害限定特約で保障できるようになり
ました。

　普通自動車や軽トラックなどでご加
入いただいている車両保障はもちろん
のこと、乗用トラクターや田植機、コ
ンバインなどに車両保障が付帯されて
いる場合、乗用トラクターとイノシシな
どの衝突も保障対象となります。

例えば

※共済掛金は農地面積や支払限度額により異なります。
この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。

JAの自動車共済 で農作業に備える

農業者賠償責任共済 なら経営におけるリスクを幅広くカバー

草刈り中の飛び石による損害や
出荷物の回収費用などもお任せ

イノシシやシカなど動物との衝突も車両損害限定特約の保障範囲内で可能に

例えば
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（働くわたしのささエール）
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特定農機具傷害共済
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ご家族の生活資金などへの備えに
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（23331000030）

（23331000032）

建 物 特定建築物

家 財 営業用什器備品

新 設

❶
労
災
保
険

農
業
者
の
た
め
の
特
別
加
入
制
度
あ
り

　
青
色
申
告
を
し
て
い
る
農
業
者
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対
象
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自
然
災
害
・
価
格
下
落
な
ど

は
も
ち
ろ
ん
、
取
引
先
の
倒
産
な
ど

経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入

減
少
を
広
く
補
償
し
ま
す
。
詳
し
く

は
お
近
く
の
農
業
共
済
組
合
・
全
国

農
業
共
済
組
合
連
合
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

❷
収
入
保
険

青
色
申
告
を
し
て
い
る
農
業
者
対
象

収
入
減
少
を
補
償
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 り な  

理菜
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詳しい内容は
コチラ！
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割引割引

特集

主契約（保障対象の車両）

車　両 対　人 対　物 傷害定額 人身傷害
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相手方への損害 ご自身・ご家族への損害 お車に対する損害

田植機
農業用薬剤散布車

(スピードスプレーヤー）

●散布した農薬が飛散して他の農業者の作物が出荷不能となった
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この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。

JAの自動車共済 で農作業に備える

農業者賠償責任共済 なら経営におけるリスクを幅広くカバー

草刈り中の飛び石による損害や
出荷物の回収費用などもお任せ

イノシシやシカなど動物との衝突も車両損害限定特約の保障範囲内で可能に

例えば
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作 っ て 食 べ て
農 業 を 元 気 に !

JA晴れの国岡山があなたの農業ライフを全力でサポート!!

エンダイブ
独特の苦みがクセになる西洋野菜

チェック！サンからのアドバイス
ある程度大きく育った頃（直径約20～25㎝）、
紐で縛ったり段ボールなどをかぶせたりして、日
を当てないようにすること（軟白処理）でエンダイ
ブ特有の苦みを抑えることができるよ！

■
お
す
す
め
資
材

地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資　材の選び方や使い方、栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。直売所の出荷者も募集しています！ご相談・お買い求めはお近くの生産資材店舗まで…

冷涼な気温を好み、生育の
適温は15～20度です。周
年野菜ですが暑さに弱い
ので春播き初夏収穫、もし
くは夏播き秋冬収穫がおす
すめです。

チェック
！

ソラからのアドバイス

酸性の土壌では生育不良になりや
すいよ！最適ｐHは6.6～7.2だよ。

　1
年
間
の
地
産
地
消
実
習
を
通
し

て
、
よ
り
お
い
し
い
も
の
を
作
ろ
う
と
い

う
生
産
者
の
方
々
の
工
夫
や
苦
労
を
体

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。私
た
ち
は
、

そ
の
思
い
を
継
ぐ
よ
う
に
調
理
し
、
感

謝
の
意
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　今
回
は
、
白
菜
の
ヘ
ル
シ
ー
さ
を
い
か

し
つ
つ
、
豆
乳
や
カ
レ
ー
粉
で
し
っ
か
り

食
べ
応
え
の
あ
る
ス
ー
プ
の
レ
シ
ピ
を
考

え
ま
し
た
。
ス
ー
プ
の
た
め
、
白
菜
の

旨
み
や
栄
養
を
余
さ
ず
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。

右：白菜のカレーミルクスープ
左：考案したレシピで
 調理する岩谷さん（右） 毎月第４水曜日

18時50分～放送

チェック！ソラからのアドバイス

長く縛りすぎると株の中が蒸れて腐れること
があるので注意！

栽培スケジュール

栽培型

春播き

夏播き

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

●播種  　植え付け　 　収穫

い
わ
た
に

食
文
化
学
部

現
代
食
文
化
学
科

岩
谷

　ま
ひ
ろ
さ
ん 

（
1
年
）

栽培床を平らにし、黒色ポリフィルムマルチを張る。 本葉４～５枚の頃、条間35㎝の３条
株間35㎝に植え付ける。

❶ 苗づくり

❷JA晴れの国岡山
　オリジナル野菜の肥料
窒素・リン酸・カリに加え、微量要素を
バランスよく配合し、野菜の元肥・追
肥に幅広く使えます。

❶苦土石灰又は
　苦土セルカ2号
カキ殻を主原料とした有機質石灰
でカルシウムのほか微量要素を含
み、作物に大切な苦土を配合した
土にやさしい肥料です。

128穴のセルトレイに１穴２～３粒播く。覆土は厚すぎず、
播種後は十分にかん水し、新聞紙をかぶせるなどして乾
燥を防ぐ。発芽後は新聞紙を取り、十分に日光に当てる。

植え付け２週間前までに苦土石灰または苦土セル
カ２号をまいて深く耕しておく。
植え付け１週間前に堆肥と野菜の肥料を施し、畝
を作る。

外葉を紐で包むように縛り、内部に日が当たら
ないようにする方法も。

収穫直前に、初夏は３～５日、秋冬は7～10日
くらい軟白処理し、株ごと手で抜き取る。

プランター栽培にすれば身近なところで楽しめる。
段ボールなどで簡単に軟白できる。本菜が２～３枚の頃３号（９㎝）ポリ鉢に植え替える。

発芽後、混み合って
いるところを間引く。

本葉２～3枚の
頃、３号ポリ鉢
に移植する。

❷ 畑の準備

❷
野菜の肥料
100ｇ

❶
苦土石灰又は
苦土セルカ2号
100ｇ

堆肥
２㎏

1㎡あたりの量

教えてくれるのは
この人！！

❸ 植え付け

岡山東統括本部
山陽支店

杉原　明
すぎはら あきら

マルチ張り

❹ 軟白・収穫

レシピは
ホームページで
紹介！

間引き

  

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

135㎝

35㎝

35㎝35㎝
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　令和４年度花き共進会で、当JAの生産者１１人が上
位入賞し、最優秀賞の岡山県知事賞に河田直樹さん（総
社市）の金魚草「雪姫」が輝きました。１５９点出品のうち
スイートピーが８８点と最も多く、船穂町花き部会の８人
が受賞しました。厳しい気象条件の中、生産者の栽培
管理と日 の々努力が実を結びました。

晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

　
Ｊ
Ａ
と
農
林
中
央
金
庫
岡
山
支

店
が
２
０
２
１
年
度
か
ら
始
め
た
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
へ
の
金
融
の

基
礎
を
教
え
る
出
前
授
業「
お
金

の
キ
ホ
ン
」が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
全
国
に

先
駆
け
た
取
り
組
み
で
、
実
施
後
に
全
国
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
２
０
２
２
年
度
は
県
内
小
学
校
6
校
の
高
学

年
児
童
を
対
象
に
授
業
。
お
金
の
役
割
や
上
手

な
使
い
方
、
貯
め
方
の
知
識
に
つ
い
て
ク
イ
ズ
な

ど
を
交
え
な
が
ら「
大
切
な
お
金
の
使
い
方
に
つ
い

て
し
っ
か
り
考
え
よ
う
」と
伝
え
ま
し
た
。
児
童
は

「
分
か
り
や
す
い
内
容
で
、
お
金
の
価
値
を
理
解

で
き
た
。
計
画
的
に
お
金
を
使
い
た
い
」と
話
し

ま
し
た
。

お
金
の
出
前
授
業

上
手
に
貯
め
て
使
う

もっ
と身近に

ず
っ

と  愛 さ れ る
JＡ

へ

地
域
貢
献
活
動
の
紹
介

かわた なおき

ゆきひめ

  

農林中央金庫の職員からお金の大切さを学ぶ児童

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
対
話
強
化

組
合
員
と
と
も
に
改
革
実
践

　
J
A
が
津
山
市
な
ど
と
連
携
し

て
生
産
振
興
に
取
り
組
む
パ
ン
用

小
麦「
せ
と
き
ら
ら
」を
使
う
パ
ン

屋
11
店
が
２
月
上
旬
、
市
内
の
販

売
イ
ベ
ン
ト
に
集
ま
り
ま
し
た
。
販

売
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ

ど
の
人
気
ぶ
り
で
、
約
１
時
間
半

で
完
売
し
ま
し
た
。

　
出
店
者
は「
今
ま
で
作
っ
た
こ
と

の
な
い
量
を
準
備
し
不
安
だ
っ
た

が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
売
れ
て

嬉
し
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
J
A
は
、
２
０
１
３
年
か

ら
統
一
ブ
ラ
ン
ド「
津
山
の
ほ

ほ
え
み
」と
し
て
強
力
粉「
せ

と
き
ら
ら
」と
薄
力
粉「
ふ
く

ほ
の
か
」を
販
売
。
２
０
２
２

年
産
は
約
１
０
０
㌶
で
約
４

２
０
㌧
を
収
穫
し
、
製
パ
ン

業
者
や
直
売
所
な
ど
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

表彰式に出席した船穂町花き部会の生産者

　女性部は２月上旬、常勤役員との
対話集会を開きました。部員減や組
合員とJAの関係の希薄化などの課
題解決の糸口を探り、JA組織への
若者の理解醸成や仲間づくりに組織
力を発揮することを確認しました。
　女性部は意見・要望書を提出し、
①女性組織の活性化と部員減少②
組合員とJAとの希薄化③女性参画
④農家の所得向上⑤JA合併に伴う
課題を提起。部員・職員による声か
けや、JAと協力した活動の魅力発信

が不可欠としました。特に、次代を
担うフレミズ世代と接点をつくる活動
の展開について共通の認識を示しま
した。
　部員は「女性が発言するにはまだ
壁がある。より参画しやすい雰囲気
や環境づくりに向け改革を続けてほ
しい」と求めました。役員からは「役員
定数を見直す一方、女性部選出枠
を優先的に確保している。積極的に
組合員・総代になり活動や運営に参
加・参画してほしい」と呼びかけました。

　
ま
に
わ
青
壮
年
部
は
２
月
中
旬
、
真
庭
市
で

土
壌
診
断
研
修
会
を
開
き
、
部
員
や
Ｊ
Ａ
職

員
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
肥
料
な
ど
の
資
材

高
騰
を
背
景
に
、
適
正
な
施
肥
に
よ
る
土
づ
く

り
で
農
産
物
の
品
質
向
上
を
目
指
し
、
コ
ス
ト

削
減
や
収
量
の
安
定
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
土
壌

診
断
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
で
も

組
合
員
む
け
に
簡
易
分
析
装
置
を
導
入
し
、

職
員
の
研
修
会
を
行
う
な
ど
、
指
導
体
制
を
強

化
し
ま
す
。

　
ト
マ
ト
を
栽
培
す
る
部
員
は「
毎
年
土
壌
診
断

を
し
て
土
づ
く
り
を
し
て
い
る
が
、
栽
培
の
途
中

に
も
う
１
回
診
断
を
挟
む
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

研
修
で
知
見
が
広
が
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
、
自
己
改
革
を
加
速
さ
せ

る
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
運
用
を
始
め
ま
し
た
。

組
合
員
と
の
接
点
づ
く
り
、
対
話
運

動
を
支
え
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と

位
置
づ
け
、「
食
」「
農
」「
地
域
」「
協
同

組
合
」の
理
解
醸
成
、
興
味
喚
起
の
た

め
の
情
報
発
信
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。
管
内
が
広
域
で
多
様

化
す
る
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

事
業
・
活
動
へ
の
意
思
反
映
、
運
営

参
画
を
進
め
ま
す
。

　
正
組
合
員
９
万
９
４
７
人
、
准
組

合
員
５
万
１
２
９
７
人
を
抱
え
、
地
域

に
よ
り
実
状
も
異
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

経
営
計
画
に
あ
ら
た
め
て「
原
点
回
帰

『
対
話
』」を
掲
げ
、
組
合
員
、
利
用
者

の
意
見
・
要
望
を
収
集
・
把
握
す
る
活

動
に
力
を
入
れ
ま
す
。
２
０
２
２
年
度

は
農
家
訪
問
日（
月
１
回
）、
座
談
会

（
18
回
）、
担
い
手
訪
問（
１
６
４
回
）の

ほ
か
、
３
月
上
旬
ま
で
８
地
区
で
の
運

営
委
員
会
を
通
じ
て
直
接
、
声
を
聴
い

て
い
ま
す
。
新
た
に
導
入
す
る
Ｌ
Ⅰ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
は
共
働
き
世
帯
の

増
加
や
組
合
員
の
世
代
交
代
に
も
対

応
し
、
幅
広
い
層
と
の
関
係
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
石
我
均
組
合
長
は「
対
話
運
動
を
強

化
し
、
組
合
員
の
意
思
に
基
づ
く
改

革
を
着
実
に
実
践
し
、
地
域
農
業
を

共
に
支
え
て
も
ら
え
る
仲
間
を
増
や
し

た
い
」と
話
し
ま
す
。

（
関
連
P. 

23
）

仲
間
づ
く
り
連
携
強
化

組
織
活
性
化
へ
対
話
集
会

土壌診断で
経営の健全化を

役員との対話集会で意見を述べる女性部員

スイートピーなど入賞
県花き共進会で11人

ＬＩＮＥ公式アカウントでの情報配信やアンケート実施などを
通じて組合員・利用者との関係づくりに取り組む

部
員
が
持
ち
寄
っ
た
ほ
場
の
土
で

土
壌
診
断
を
実
演

津
山
産
小
麦「
せ
と
き
ら
ら
」

お
い
し
い
パ
ン
が
大
集
合

パンを買い求める来場者

モ
モ
の
せ
ん
定
を
代
行
す
る
部
員

ラ
イ
ン

け
が
の
仲
間
に
代
わ
り
作
業

岡
山
西
青
壮
年
部
が
団
結

　
岡
山
西
青
壮
年
部
玉
島
北
支
部
は
、
け
が

で
動
け
な
い
部
員
に
代
わ
っ
て
仲
間
の
助
け
合

い
で
ピ
ン
チ
を
乗
り
切
り
ま
し
た
。

　
モ
モ
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
整
枝
・
せ
ん
定

作
業
の
大
切
な
時
期
に
、
部
員
の
１
人
が
足

を
骨
折
。
12
月
〜
２
月
頃
ま
で
に
作
業
を
済

ま
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
２
月
上
旬
、
相
談
を
受
け
た
岡
山

西
広
域
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
が
呼
び
か
け
、
部

員
20
人
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
営
農
指
導
員

や
先
輩
農
家
の
協
力
も
受
け
作
業
し
、
約
１

５
０
㌃
を
１
日
で
終
わ
ら
せ
ま
し
た
。

　
岡
本
和
正
支
部
長
は「
頼
り
に
な
る
仲
間
が

い
て
あ
り
が
た
い
。
ワ
ン
チ
ー
ム
の
精
神
で
結

束
力
を
強
め
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
同
支
部
は
、
モ
モ
や
ブ
ド
ウ
、
梨
の
生
産
者

36
人
が
所
属
。積
極
的
に
研
修
生
を
受
け
入
れ
、

耕
作
放
棄
地
や
山
林
を
開
墾
し
て
担
い
手
に

引
き
継
ぐ
な
ど
、
地
域
農
業
の
振
興
と
活
性

化
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

お
か
も
と
か
ず
ま
さ

い
し
が
ひ
と
し
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　令和４年度花き共進会で、当JAの生産者１１人が上
位入賞し、最優秀賞の岡山県知事賞に河田直樹さん（総
社市）の金魚草「雪姫」が輝きました。１５９点出品のうち
スイートピーが８８点と最も多く、船穂町花き部会の８人
が受賞しました。厳しい気象条件の中、生産者の栽培
管理と日 の々努力が実を結びました。

晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

　
Ｊ
Ａ
と
農
林
中
央
金
庫
岡
山
支

店
が
２
０
２
１
年
度
か
ら
始
め
た
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
へ
の
金
融
の

基
礎
を
教
え
る
出
前
授
業「
お
金

の
キ
ホ
ン
」が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
全
国
に

先
駆
け
た
取
り
組
み
で
、
実
施
後
に
全
国
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
２
０
２
２
年
度
は
県
内
小
学
校
6
校
の
高
学

年
児
童
を
対
象
に
授
業
。
お
金
の
役
割
や
上
手

な
使
い
方
、
貯
め
方
の
知
識
に
つ
い
て
ク
イ
ズ
な

ど
を
交
え
な
が
ら「
大
切
な
お
金
の
使
い
方
に
つ
い

て
し
っ
か
り
考
え
よ
う
」と
伝
え
ま
し
た
。
児
童
は

「
分
か
り
や
す
い
内
容
で
、
お
金
の
価
値
を
理
解

で
き
た
。
計
画
的
に
お
金
を
使
い
た
い
」と
話
し

ま
し
た
。

お
金
の
出
前
授
業

上
手
に
貯
め
て
使
う

もっ
と身近に

ず
っ

と  愛 さ れ る
JＡ

へ

地
域
貢
献
活
動
の
紹
介

かわた なおき

ゆきひめ

  

農林中央金庫の職員からお金の大切さを学ぶ児童

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
対
話
強
化

組
合
員
と
と
も
に
改
革
実
践

　
J
A
が
津
山
市
な
ど
と
連
携
し

て
生
産
振
興
に
取
り
組
む
パ
ン
用

小
麦「
せ
と
き
ら
ら
」を
使
う
パ
ン

屋
11
店
が
２
月
上
旬
、
市
内
の
販

売
イ
ベ
ン
ト
に
集
ま
り
ま
し
た
。
販

売
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ

ど
の
人
気
ぶ
り
で
、
約
１
時
間
半

で
完
売
し
ま
し
た
。

　
出
店
者
は「
今
ま
で
作
っ
た
こ
と

の
な
い
量
を
準
備
し
不
安
だ
っ
た

が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
売
れ
て

嬉
し
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
J
A
は
、
２
０
１
３
年
か

ら
統
一
ブ
ラ
ン
ド「
津
山
の
ほ

ほ
え
み
」と
し
て
強
力
粉「
せ

と
き
ら
ら
」と
薄
力
粉「
ふ
く

ほ
の
か
」を
販
売
。
２
０
２
２

年
産
は
約
１
０
０
㌶
で
約
４

２
０
㌧
を
収
穫
し
、
製
パ
ン

業
者
や
直
売
所
な
ど
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

表彰式に出席した船穂町花き部会の生産者

　女性部は２月上旬、常勤役員との
対話集会を開きました。部員減や組
合員とJAの関係の希薄化などの課
題解決の糸口を探り、JA組織への
若者の理解醸成や仲間づくりに組織
力を発揮することを確認しました。
　女性部は意見・要望書を提出し、
①女性組織の活性化と部員減少②
組合員とJAとの希薄化③女性参画
④農家の所得向上⑤JA合併に伴う
課題を提起。部員・職員による声か
けや、JAと協力した活動の魅力発信

が不可欠としました。特に、次代を
担うフレミズ世代と接点をつくる活動
の展開について共通の認識を示しま
した。
　部員は「女性が発言するにはまだ
壁がある。より参画しやすい雰囲気
や環境づくりに向け改革を続けてほ
しい」と求めました。役員からは「役員
定数を見直す一方、女性部選出枠
を優先的に確保している。積極的に
組合員・総代になり活動や運営に参
加・参画してほしい」と呼びかけました。

　
ま
に
わ
青
壮
年
部
は
２
月
中
旬
、
真
庭
市
で

土
壌
診
断
研
修
会
を
開
き
、
部
員
や
Ｊ
Ａ
職

員
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
肥
料
な
ど
の
資
材

高
騰
を
背
景
に
、
適
正
な
施
肥
に
よ
る
土
づ
く

り
で
農
産
物
の
品
質
向
上
を
目
指
し
、
コ
ス
ト

削
減
や
収
量
の
安
定
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
土
壌

診
断
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
で
も

組
合
員
む
け
に
簡
易
分
析
装
置
を
導
入
し
、

職
員
の
研
修
会
を
行
う
な
ど
、
指
導
体
制
を
強

化
し
ま
す
。

　
ト
マ
ト
を
栽
培
す
る
部
員
は「
毎
年
土
壌
診
断

を
し
て
土
づ
く
り
を
し
て
い
る
が
、
栽
培
の
途
中

に
も
う
１
回
診
断
を
挟
む
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

研
修
で
知
見
が
広
が
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
、
自
己
改
革
を
加
速
さ
せ

る
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
運
用
を
始
め
ま
し
た
。

組
合
員
と
の
接
点
づ
く
り
、
対
話
運

動
を
支
え
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と

位
置
づ
け
、「
食
」「
農
」「
地
域
」「
協
同

組
合
」の
理
解
醸
成
、
興
味
喚
起
の
た

め
の
情
報
発
信
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。
管
内
が
広
域
で
多
様

化
す
る
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

事
業
・
活
動
へ
の
意
思
反
映
、
運
営

参
画
を
進
め
ま
す
。

　
正
組
合
員
９
万
９
４
７
人
、
准
組

合
員
５
万
１
２
９
７
人
を
抱
え
、
地
域

に
よ
り
実
状
も
異
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

経
営
計
画
に
あ
ら
た
め
て「
原
点
回
帰

『
対
話
』」を
掲
げ
、
組
合
員
、
利
用
者

の
意
見
・
要
望
を
収
集
・
把
握
す
る
活

動
に
力
を
入
れ
ま
す
。
２
０
２
２
年
度

は
農
家
訪
問
日（
月
１
回
）、
座
談
会

（
18
回
）、
担
い
手
訪
問（
１
６
４
回
）の

ほ
か
、
３
月
上
旬
ま
で
８
地
区
で
の
運

営
委
員
会
を
通
じ
て
直
接
、
声
を
聴
い

て
い
ま
す
。
新
た
に
導
入
す
る
Ｌ
Ⅰ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
は
共
働
き
世
帯
の

増
加
や
組
合
員
の
世
代
交
代
に
も
対

応
し
、
幅
広
い
層
と
の
関
係
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
石
我
均
組
合
長
は「
対
話
運
動
を
強

化
し
、
組
合
員
の
意
思
に
基
づ
く
改

革
を
着
実
に
実
践
し
、
地
域
農
業
を

共
に
支
え
て
も
ら
え
る
仲
間
を
増
や
し

た
い
」と
話
し
ま
す
。

（
関
連
P. 

23
）

仲
間
づ
く
り
連
携
強
化

組
織
活
性
化
へ
対
話
集
会

土壌診断で
経営の健全化を

役員との対話集会で意見を述べる女性部員

スイートピーなど入賞
県花き共進会で11人

ＬＩＮＥ公式アカウントでの情報配信やアンケート実施などを
通じて組合員・利用者との関係づくりに取り組む

部
員
が
持
ち
寄
っ
た
ほ
場
の
土
で

土
壌
診
断
を
実
演

津
山
産
小
麦「
せ
と
き
ら
ら
」

お
い
し
い
パ
ン
が
大
集
合

パンを買い求める来場者

モ
モ
の
せ
ん
定
を
代
行
す
る
部
員

ラ
イ
ン

け
が
の
仲
間
に
代
わ
り
作
業

岡
山
西
青
壮
年
部
が
団
結

　
岡
山
西
青
壮
年
部
玉
島
北
支
部
は
、
け
が

で
動
け
な
い
部
員
に
代
わ
っ
て
仲
間
の
助
け
合

い
で
ピ
ン
チ
を
乗
り
切
り
ま
し
た
。

　
モ
モ
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
整
枝
・
せ
ん
定

作
業
の
大
切
な
時
期
に
、
部
員
の
１
人
が
足

を
骨
折
。
12
月
〜
２
月
頃
ま
で
に
作
業
を
済

ま
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
２
月
上
旬
、
相
談
を
受
け
た
岡
山

西
広
域
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
が
呼
び
か
け
、
部

員
20
人
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
営
農
指
導
員

や
先
輩
農
家
の
協
力
も
受
け
作
業
し
、
約
１

５
０
㌃
を
１
日
で
終
わ
ら
せ
ま
し
た
。

　
岡
本
和
正
支
部
長
は「
頼
り
に
な
る
仲
間
が

い
て
あ
り
が
た
い
。
ワ
ン
チ
ー
ム
の
精
神
で
結

束
力
を
強
め
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
同
支
部
は
、
モ
モ
や
ブ
ド
ウ
、
梨
の
生
産
者

36
人
が
所
属
。積
極
的
に
研
修
生
を
受
け
入
れ
、

耕
作
放
棄
地
や
山
林
を
開
墾
し
て
担
い
手
に

引
き
継
ぐ
な
ど
、
地
域
農
業
の
振
興
と
活
性

化
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

お
か
も
と
か
ず
ま
さ

い
し
が
ひ
と
し
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県
内
で
唯
一
、
温
室
モ
モ
を
栽
培

す
る
勝
央
町
の
石
川
裕
之
さ
ん
の
ハ

ウ
ス
で
２
月
中
旬
、
モ
モ
の
花
が
満

開
に
な
り
ま
し
た
。
甘
い
香
り
に

包
ま
れ
、
一
足
早
い
春
の
訪
れ
を
告

げ
る
中
、
授
粉
作
業
に
追
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
冬
は
寒
波
の
影
響
で

品
種
に
よ
り
開
花
に
バ
ラ
つ
き
が
出

ま
し
た
が
、
雄
し
べ
か
ら
採
取
し
た

花
粉
を
、
専
用
の
道
具
で
一
輪
ず
つ

雌
し
べ
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
石
川
さ
ん
は「
楽
し
み
に
待
っ
て

い
て
く
れ
る
人
の
た
め
、
４
月
下
旬

の
初
出
荷
に
向
け
て
、
お
い
し
い
モ

モ
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
準
備
し
て
い

き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

～仲間とともに未来をひらく～

SDGs
　真庭女性部は、地域を元気にするさまざ
まな取り組みを進めています。
　古新聞のエコバッグ、シトラスリボンは各
支部で製作し、プラスチックゴミの削減や
差別のない地域・世界平和を願いながら
直売所や小学校などへ贈りました。県内女
性部に広がる靴下の端切れを使った手芸
は、今や女性部員から地域へ伝わり、生き
がいづくりや、環境保全に貢献しています。
　人口減少と高齢化に歯止めがかからない
山間の地域ですが、持続可能な開発目標
（ＳＤＧｓ）が目指す「誰１人取り残さない社

会」の実現に向け、地域住民を巻き込みな
がら楽しく取り組んでいます。

　大阪の高校で理科の教師をしていましたが、コロナ

禍が自分を見つめ直すきっかけとなり、昨年小さいころ

から憧れていた農業の道に進みました。

　１年間の研修でひと通りのことは学びましたが、いざ

やってみると教科書通りにいかないことも多く、試行錯

誤の日々です。

　就農に至るまで本当にたくさんの方にお世話になりま

した。おいしいブドウを作り、早く独り立ちして地域に恩

返ししたいです。

Vol.12
新しいチカラ新しいチカラ

真
庭
女
性
部 

部
長

な
か
だ

中
田 

百
合
子
さ
ん

ゆ
り
こ

誌面でご紹介できなかった最新トピックスは
ホームページ でも紹介しています！

ここから
簡単アクセス！

休日の1コマ

読書が趣味

シトラスリボンは
かわいい
マスコットに
あしらいました！

「
に
い
み
源
流
米
」の
お
む
す
び
を

「
千
屋
牛
」の
焼
き
肉
で
包
ん
だ「
千
屋
牛
鼓
」

　びほく女性部で、靴下の端切れで作る座布団が広が
りをみせています。道具がいらず、誰でも気軽にできるこ
とや、産業廃棄物として破棄されていた端切れが新たな
形で生まれ変わるという持続可能な開発目標（SDGs）の
観点から、活動として採用することを決定。公民館やバ
スの停留所、支店や総合センター窓口に寄付するなど、
地域の豊かなくらしの実現のために活用しています。
　森田公枝部長は「地域の垣根を越えて統一的な活動
ができるのは広域JAの魅力。今までよりも大きな力で
地域のために女性部ならではの活動を広げていきたい」
と話しました。

　
Ｊ
Ａ
は
、
地
元
産
米
の
お

い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

職
員
手
製
の
お
む
す
び
を
商

品
化
し
て
売
り
出
し
中
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
限
定
で
俵
む
す
び
を
特
産「
千
屋
牛
®
」

の
焼
き
肉
で
包
ん
だ「
千
屋
牛
鼓
」。
早
朝
か
ら

ご
飯
を
炊
い
て
愛
情
込
め
て
握
り
、
県
内
各
地
で

出
張
販
売
し
ま
す
。

　「
千
屋
牛
鼓
」は
、
子
育
て
世
代
の
職
員
が

２
０
１
５
年
に
考
案
。秋
祭
り
の
太
鼓
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
名
付
け
ま
し
た
。
炊
き
た
て
の「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」を
握
り
、
た
れ
を
絡
め
て
焼
い
た
う
す
切

り
肉
と
一
緒
に
食
べ
ま
す
。
や
わ
ら
か
な
肉
の
食

感
と
濃
厚
な
う
ま
味
や
、
ご
飯
の
も
ち
も
ち
し

た
食
感
な
ど
が
味
わ
え
ま
す
。

　
１
月
下
旬
に
は
、
総
社
市
の
山
手
直
売
所
で

３
０
０
個（
米
10
㌔
分
）を
出
張
販
売
。
職
員
は

「
ご
飯
と
焼
き
肉
の
組
み
合
わ
せ
が
若
い
世
代
か

ら
好
評
。
岡
山
の
ご
飯
の
お
い
し
さ
を
実
感
し

て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

つみやま ともゆき
勝央町ぶどう部会

積山 知幸さん（36）

指
編
み
し
た
座
布
団
を

木
野
山
支
店
に
寄
贈
す

る
森
田
部
長
ら（
中
）

地域越え広がり
靴下端切れでＳＤＧｓ

地
元
産
米
の
お
い
し
さ
知
っ
て

職
員
手
づ
く
り
お
む
す
び
好
評

特産ミカンで丸ごとジャム
仲間とつくりあげた自慢の味

ハ
ウ
ス
モ
モ
の
花
満
開

初
出
荷
に
向
け
授
粉
作
業

もりた

す
え
す
が

ひ
で
と

きみえ

ち
や
ぎ
ゅ
う
つ
づ
み

　JAは今年１０月から始まるインボイス制
度（適格請求書等保存方式）に備え、各地
で研修会を開いています。２月中旬には岡
山東統括本部で税理士を講師に招き、組合員が制度
の概要や申込方法などに理解を深めました。参加者は
「知らなかった特例もあり、勉強になった」と自らの農業
経営への影響を確認。JA担当者は「研修や相談などを
通じて不安や疑問の解消に努め、組合員の農業経営を
支えたい」と話します。

　倉敷かさや女性部は２月中旬、連島支店でフラ教室
を開きました。１５年以上続く教室で、成果を大会や
JA祭りで披露してきました。手や足の動き、表情で歌
詞の内容が伝わるように気持ちをこめ、次の大会にむ
けて練習を重ねています。部員は「しなやかなフラの踊
りで気分も明るくなる」と笑顔を見せていました。

　岡山東女性部日生支部
は２月下旬、地元特産のミ
カンを使ってジャムを作りま
した。１０年以上続く恒例
行事で、毎年改良を重ね、
実だけではなく皮まで使う
今のレシピにたどり着きま
した。ジャムに必要なペク
チンはミカンの皮に含まれ
るため、材料はミカン・レ
モン・砂糖の３つのみ。レ
モンも地元産で、地産地
消を考えるきっかけにも
なっています。参加者は「今
年も甘酸っぱい、おいしい
ミカンジャムができた」と仲
間と完成を喜びました。

「
イ
ン
ボ
イ
ス
」に
備
え

影
響
や
制
度
に
理
解

制
度
を
学
ぶ
参
加
者

農家とともに
末菅職員（勝英）が
最優秀賞

　
2
月
中
旬
、
指
導
員
育

成
と
営
農
基
盤
確
立
を
目

指
し
、
第
2
回
営
農
指
導

員
研
究
発
表
会
を
開
き
ま
し
た
。
営
農
指
導
員
4
人
が
日
頃
の
取

り
組
み
を
発
表
し
、
最
優
秀
賞
に
勝
英
奈
義
畜
産
事
務
所
の
末
菅

英
人
職
員
が
輝
き
ま
し
た
。

　
末
菅
職
員
は「
な
ぎ
ビ
ー
フ
®
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み
を
発

表
。
農
家
と
の
対
話
を
重
ね
、
課
題
と
解
決
を
繰
り
返
し
、
目
標

に
向
か
う
姿
勢
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。「
生
産
者
の
気
持
ち
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
励
ん
で
き
た
。
な
ぎ
ビ
ー
フ
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
次
の
大

会
に
臨
み
た
い
」と
中
国
大
会（
８
月
）に
意
気
込
み
ま
す
。

代表に選ばれ表彰を受ける末菅職員（左） 

皮と実をミキサーで撹拌する部員。皮まで使うので、
つぶつぶとした食感も楽しめるジャムに

靴
下
の
端
切
れ
が
ア
イ
デ
ア

次
第
で
い
ろ
い
ろ
な
グ
ッ
ズ

に
生
れ
変
わ
る

講師のかけ声にあわせてフラを踊る部員ら

授粉作業に精を出す石川さん

15
年
以
上
続
く

楽
し
い
フ
ラ
教
室

い
し
か
わ
ひ
ろ
ゆ
き

　
津
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
と
美
作
広
域
農

業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
は
１
月
中
旬
、
美
咲

町
で
畝
面
の
バ
ー
ナ
ー
焼
却
の
現
地
研
修
会

を
開
き
ま
し
た
。
J
Ａ
で
は
、
畝
や
通
路
に

落
ち
た
茎
葉
が
病
害
発
生
リ
ス
ク
を
高
め
る

た
め
、
親
茎
の
刈
り
取
り
後
に
バ
ー
ナ
ー
で

の
焼
却
処
理
を
す
す
め
て
お
り
、
部
会
員
な

ど
17
人
が
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
先
輩
生
産

者
が
実
演
を
交
え
て「
む
ら
が
な
い
よ
う
畝
の

両
側
か
ら
し
っ
か
り
焼
く
。
菌
を
ほ
場
に
残

さ
な
い
こ
と
が
大
事
」と
解
説
し
ま
し
た
。

　
就
農
３
年
目
の
坂
本
憲
彦
さ
ん
は「
先
輩

を
見
習
っ
て
し
っ
か
り
管
理
し
、
春
か
ら
た

く
さ
ん
収
穫
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」と

話
し
ま
す
。

ア
ス
パ
ラ
茎
葉
焼
却

バ
ー
ナ
ー
使
い
実
演

バーナー焼却の実演を見学する生産者ら

さ
か
も
と
の
り
ひ
こ
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性部に広がる靴下の端切れを使った手芸
は、今や女性部員から地域へ伝わり、生き
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　人口減少と高齢化に歯止めがかからない
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会」の実現に向け、地域住民を巻き込みな
がら楽しく取り組んでいます。

　大阪の高校で理科の教師をしていましたが、コロナ

禍が自分を見つめ直すきっかけとなり、昨年小さいころ

から憧れていた農業の道に進みました。

　１年間の研修でひと通りのことは学びましたが、いざ

やってみると教科書通りにいかないことも多く、試行錯

誤の日々です。

　就農に至るまで本当にたくさんの方にお世話になりま
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　JAは今年１０月から始まるインボイス制
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　倉敷かさや女性部は２月中旬、連島支店でフラ教室
を開きました。１５年以上続く教室で、成果を大会や
JA祭りで披露してきました。手や足の動き、表情で歌
詞の内容が伝わるように気持ちをこめ、次の大会にむ
けて練習を重ねています。部員は「しなやかなフラの踊
りで気分も明るくなる」と笑顔を見せていました。

　岡山東女性部日生支部
は２月下旬、地元特産のミ
カンを使ってジャムを作りま
した。１０年以上続く恒例
行事で、毎年改良を重ね、
実だけではなく皮まで使う
今のレシピにたどり着きま
した。ジャムに必要なペク
チンはミカンの皮に含まれ
るため、材料はミカン・レ
モン・砂糖の３つのみ。レ
モンも地元産で、地産地
消を考えるきっかけにも
なっています。参加者は「今
年も甘酸っぱい、おいしい
ミカンジャムができた」と仲
間と完成を喜びました。

「
イ
ン
ボ
イ
ス
」に
備
え

影
響
や
制
度
に
理
解

制
度
を
学
ぶ
参
加
者

農家とともに
末菅職員（勝英）が
最優秀賞

　
2
月
中
旬
、
指
導
員
育

成
と
営
農
基
盤
確
立
を
目

指
し
、
第
2
回
営
農
指
導

員
研
究
発
表
会
を
開
き
ま
し
た
。
営
農
指
導
員
4
人
が
日
頃
の
取

り
組
み
を
発
表
し
、
最
優
秀
賞
に
勝
英
奈
義
畜
産
事
務
所
の
末
菅

英
人
職
員
が
輝
き
ま
し
た
。

　
末
菅
職
員
は「
な
ぎ
ビ
ー
フ
®
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み
を
発

表
。
農
家
と
の
対
話
を
重
ね
、
課
題
と
解
決
を
繰
り
返
し
、
目
標

に
向
か
う
姿
勢
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。「
生
産
者
の
気
持
ち
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
励
ん
で
き
た
。
な
ぎ
ビ
ー
フ
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
次
の
大

会
に
臨
み
た
い
」と
中
国
大
会（
８
月
）に
意
気
込
み
ま
す
。

代表に選ばれ表彰を受ける末菅職員（左） 

皮と実をミキサーで撹拌する部員。皮まで使うので、
つぶつぶとした食感も楽しめるジャムに

靴
下
の
端
切
れ
が
ア
イ
デ
ア

次
第
で
い
ろ
い
ろ
な
グ
ッ
ズ

に
生
れ
変
わ
る

講師のかけ声にあわせてフラを踊る部員ら

授粉作業に精を出す石川さん

15
年
以
上
続
く

楽
し
い
フ
ラ
教
室

い
し
か
わ
ひ
ろ
ゆ
き

　
津
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
と
美
作
広
域
農

業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
は
１
月
中
旬
、
美
咲

町
で
畝
面
の
バ
ー
ナ
ー
焼
却
の
現
地
研
修
会

を
開
き
ま
し
た
。
J
Ａ
で
は
、
畝
や
通
路
に

落
ち
た
茎
葉
が
病
害
発
生
リ
ス
ク
を
高
め
る

た
め
、
親
茎
の
刈
り
取
り
後
に
バ
ー
ナ
ー
で

の
焼
却
処
理
を
す
す
め
て
お
り
、
部
会
員
な

ど
17
人
が
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
先
輩
生
産

者
が
実
演
を
交
え
て「
む
ら
が
な
い
よ
う
畝
の

両
側
か
ら
し
っ
か
り
焼
く
。
菌
を
ほ
場
に
残

さ
な
い
こ
と
が
大
事
」と
解
説
し
ま
し
た
。

　
就
農
３
年
目
の
坂
本
憲
彦
さ
ん
は「
先
輩

を
見
習
っ
て
し
っ
か
り
管
理
し
、
春
か
ら
た

く
さ
ん
収
穫
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」と

話
し
ま
す
。

ア
ス
パ
ラ
茎
葉
焼
却

バ
ー
ナ
ー
使
い
実
演

バーナー焼却の実演を見学する生産者ら

さ
か
も
と
の
り
ひ
こ
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地域 を 元気に！

　
先
進
国
の
中
で
、
日
本
の

食
料
自
給
率
は
一
番
低
く
、

２
０
２
１
年
度
は
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
38
％
、
つ
ま
り
約
60
％
を
輸
入
に

頼
っ
て
い
ま
す
。フ
ラ
ン
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
食
料
自
給
率

が
１
０
０
％
を
超
え
、
た
く
さ
ん
の
食
料
を

輸
出
し
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
の
食
品
コ
ー

ナ
ー
で
こ
れ
ら
の
国
の
表
記
を
日
常
的
に
目

に
す
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。
私
た
ち
日
本

人
は
、
農
地
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
状
況
か
ら
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
農
林
水
産
省
で
は
食
料
輸
入
ス
ト
ッ
プ
時

に
、
国
内
生
産
だ
け
で
国
民
１
人
１
日
２
０

２
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
供
給
が
必
要
で
、
そ

の
際
に
供
給
可
能
な
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

●
朝
食
の
お
か
ず
▼
粉
吹
き
芋
と
、ぬ
か
漬
け

●
昼
食
の
主
食
▼
焼
き
芋
と
、
ふ
か
し
芋

●
夕
食
の
お
か
ず
▼
焼
き
魚
1
切
れ

　
そ
の
ほ
か
は
、
牛
乳
は
6
日
に
１
杯
、
卵

は
７
日
に
１
個
、
肉
は
９
日
に
１
食
と
大
変

質
素
な
も
の
で
す
。
ど
れ
だ
け
日
本
が
輸
入

に
頼
っ
て
い
る
か
が
明
白
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
和
食
中

心
の
生
活
と
す
る
の
も
方
法
の
ひ
と
つ
。
洋

食
か
ら
、
米
中
心
の
和
食
に
置
き
換
え
る
だ

け
で
も
食
料
自
給
率
は
32
％
も
向
上
し
ま
す
。

　
従
っ
て
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
食
事
を
楽

し
む
に
は
、「
地
産
地
消
・
国
消
国
産
」「
旬

の
食
材
を
味
わ
う
」「
農
業
や
漁
業
な
ど
食

の
根
幹
と
な
る
産
業
へ
の
理
解
」な
ど
、
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
始
め
ま

し
ょ
う
。

食
料
の
輸
入
が
止
ま
っ
た
ら

ど
う
な
る
の
？

農業や食って

こんなにお
もしろい！

！

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど
。

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

津
山
市
が
　
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
　
雪
便
り

今
津
　
茂 

さ
ん

麦
踏
み
を
　
歓
ぶ
爺
の
　
万
歩
計
　

龍
門
　
孟 

さ
ん

冬
空
に
　
寒
さ
堪
え
て
　
土
づ
く
り

髙
橋
　
雅
樹 
さ
ん

朝
市
に
　
出
荷
し
た
頃
　
な
つ
か
し
い

髙
畑
　
初
音 

さ
ん

腰
痛
や
　
野
菜
出
来
た
ら
　
笑
顔
だ
よ
　

青
江
　
京
子 

さ
ん

ど
か
雪
に
　
畑
の
野
菜
　
か
く
れ
ん
ぼ

岡
田
　
美
好 

さ
ん

ス
イ
カ
好
き 

今
年
こ
そ
は
と 

土
づ
く
り

城
戸
　
洋
子 

さ
ん

こ
し
い
た

こ
ら

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで  
感じたこと、学んだ ことなどを聞きました。

准組合員参加企画

き
れ
い
に
具
材
を

巻
く
の
が
難
し
い
！

お元気です
か？

お困り事は
ないですか

？

お
父
さ
ん
も
小
麦
を

作
っ
て
い
る
よ
！

食べたかったパンを見つけたよ！

毎年楽しみにしています

真庭女性部美甘支部
みかも

フレッシュミズそば打ち教室
（津山女性部）

岡山西女性部くらしき東ブロック
親子キッズクラブ

パフェづくり（早島町）

清音アグリキッズスクール
（岡山西統括本部）

津山産小麦の
パンフェスタ

恵方巻を作ったよ！

７５歳以上のひとり暮らしの
方に、地元産もち米を使っ
たおこわ、「ゾウタケ」の煮
物などを詰めた弁当を配り
しました。

昔ながらの作り
方を伝承してい
くのは女性部の
役割のひとつ！

やっぱり手づく
りコンニャクは
おいしい！
混ぜ方や茹で
上がりの見極め
も勉強になりま
した！

学園内で自分たちが育てた米や大豆を使っ
て「森のみそ」を仕込んでいます。地域からお
いしいと喜ばれるので造るのが楽しみになっ
ています。秋の収穫祭やＡコープあしん店前
のアンテナ店で販売し、多くの人に笑顔を届
けたいです。

大人気のパン屋さん１1店
舗が作る、津山産小麦「せ
ときらら」100％のおいし
いパンが大集合！

高
梁
市
内
の
保
育
園
な
ど
15
園
に
配

り
ま
し
た
。
花
を
愛
で
る
と
同
時
に
、

白
桃
の
お
い
し
さ
を
一
人
で
も
多
く
の

園
児
に
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
！

このおいしさと
技をもっと仲間に

伝えたい

ＪＡの
つつしお

筒塩 
きよみ

清美理事を講師
にソバ打ちを体験しました。

上
に
の
せ
る
リ
ン
ゴ
や

パ
ン
ケ
ー
キ
も

自
分
で
切
っ
た
よ
！コンニャクづくり教室

びほく女性部賀陽支部

岡山県健康の森学園支援学校（新見市）
「森のみそ」仕込む

びほく桃部会

具材は、女性部手づくりの卵焼き、
地元産のニンジン・ホウレンソウなど

盛りだくさん！

初
め
て
の
巻
き
ず
し

づ
く
り…

！

パフェを作ったよ！
早く食べたーい！

好きな物ばかり詰め込んだ
特製パフェが完成！

キレイなモモの花と、白桃ゼリーが
ひな祭りに届きました。
ありがとうございます！

たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん左から左から左から左から左から左から左から左から左から左から左から左から左から
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん

あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん

せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
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地域 を 元気に！

　
先
進
国
の
中
で
、
日
本
の

食
料
自
給
率
は
一
番
低
く
、

２
０
２
１
年
度
は
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
38
％
、
つ
ま
り
約
60
％
を
輸
入
に

頼
っ
て
い
ま
す
。フ
ラ
ン
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
食
料
自
給
率

が
１
０
０
％
を
超
え
、
た
く
さ
ん
の
食
料
を

輸
出
し
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
の
食
品
コ
ー

ナ
ー
で
こ
れ
ら
の
国
の
表
記
を
日
常
的
に
目

に
す
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。
私
た
ち
日
本

人
は
、
農
地
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
状
況
か
ら
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
農
林
水
産
省
で
は
食
料
輸
入
ス
ト
ッ
プ
時

に
、
国
内
生
産
だ
け
で
国
民
１
人
１
日
２
０

２
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
供
給
が
必
要
で
、
そ

の
際
に
供
給
可
能
な
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

●
朝
食
の
お
か
ず
▼
粉
吹
き
芋
と
、ぬ
か
漬
け

●
昼
食
の
主
食
▼
焼
き
芋
と
、
ふ
か
し
芋

●
夕
食
の
お
か
ず
▼
焼
き
魚
1
切
れ

　
そ
の
ほ
か
は
、
牛
乳
は
6
日
に
１
杯
、
卵

は
７
日
に
１
個
、
肉
は
９
日
に
１
食
と
大
変

質
素
な
も
の
で
す
。
ど
れ
だ
け
日
本
が
輸
入

に
頼
っ
て
い
る
か
が
明
白
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
和
食
中

心
の
生
活
と
す
る
の
も
方
法
の
ひ
と
つ
。
洋

食
か
ら
、
米
中
心
の
和
食
に
置
き
換
え
る
だ

け
で
も
食
料
自
給
率
は
32
％
も
向
上
し
ま
す
。

　
従
っ
て
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
食
事
を
楽

し
む
に
は
、「
地
産
地
消
・
国
消
国
産
」「
旬

の
食
材
を
味
わ
う
」「
農
業
や
漁
業
な
ど
食

の
根
幹
と
な
る
産
業
へ
の
理
解
」な
ど
、
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
始
め
ま

し
ょ
う
。

食
料
の
輸
入
が
止
ま
っ
た
ら

ど
う
な
る
の
？

農業や食って

こんなにお
もしろい！

！

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど
。

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

津
山
市
が
　
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
　
雪
便
り

今
津
　
茂 

さ
ん

麦
踏
み
を
　
歓
ぶ
爺
の
　
万
歩
計
　

龍
門
　
孟 

さ
ん

冬
空
に
　
寒
さ
堪
え
て
　
土
づ
く
り

髙
橋
　
雅
樹 

さ
ん

朝
市
に
　
出
荷
し
た
頃
　
な
つ
か
し
い

髙
畑
　
初
音 

さ
ん

腰
痛
や
　
野
菜
出
来
た
ら
　
笑
顔
だ
よ
　

青
江
　
京
子 

さ
ん

ど
か
雪
に
　
畑
の
野
菜
　
か
く
れ
ん
ぼ

岡
田
　
美
好 

さ
ん

ス
イ
カ
好
き 

今
年
こ
そ
は
と 

土
づ
く
り

城
戸
　
洋
子 

さ
ん

こ
し
い
た

こ
ら

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで  
感じたこと、学んだ ことなどを聞きました。

准組合員参加企画

き
れ
い
に
具
材
を

巻
く
の
が
難
し
い
！

お元気です
か？

お困り事は
ないですか

？

お
父
さ
ん
も
小
麦
を

作
っ
て
い
る
よ
！

食べたかったパンを見つけたよ！

毎年楽しみにしています

真庭女性部美甘支部
みかも

フレッシュミズそば打ち教室
（津山女性部）

岡山西女性部くらしき東ブロック
親子キッズクラブ

パフェづくり（早島町）

清音アグリキッズスクール
（岡山西統括本部）

津山産小麦の
パンフェスタ

恵方巻を作ったよ！

７５歳以上のひとり暮らしの
方に、地元産もち米を使っ
たおこわ、「ゾウタケ」の煮
物などを詰めた弁当を配り
しました。

昔ながらの作り
方を伝承してい
くのは女性部の
役割のひとつ！

やっぱり手づく
りコンニャクは
おいしい！
混ぜ方や茹で
上がりの見極め
も勉強になりま
した！

学園内で自分たちが育てた米や大豆を使っ
て「森のみそ」を仕込んでいます。地域からお
いしいと喜ばれるので造るのが楽しみになっ
ています。秋の収穫祭やＡコープあしん店前
のアンテナ店で販売し、多くの人に笑顔を届
けたいです。

大人気のパン屋さん１1店
舗が作る、津山産小麦「せ
ときらら」100％のおいし
いパンが大集合！

高
梁
市
内
の
保
育
園
な
ど
15
園
に
配

り
ま
し
た
。
花
を
愛
で
る
と
同
時
に
、

白
桃
の
お
い
し
さ
を
一
人
で
も
多
く
の

園
児
に
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
！

このおいしさと
技をもっと仲間に

伝えたい

ＪＡの
つつしお

筒塩 
きよみ

清美理事を講師
にソバ打ちを体験しました。

上
に
の
せ
る
リ
ン
ゴ
や

パ
ン
ケ
ー
キ
も

自
分
で
切
っ
た
よ
！コンニャクづくり教室

びほく女性部賀陽支部

岡山県健康の森学園支援学校（新見市）
「森のみそ」仕込む

びほく桃部会

具材は、女性部手づくりの卵焼き、
地元産のニンジン・ホウレンソウなど

盛りだくさん！

初
め
て
の
巻
き
ず
し

づ
く
り…

！

パフェを作ったよ！
早く食べたーい！

好きな物ばかり詰め込んだ
特製パフェが完成！

キレイなモモの花と、白桃ゼリーが
ひな祭りに届きました。
ありがとうございます！

たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん
たかお

高尾 
さあや

紗彩さん左から左から左から左から左から左から左から左から左から左から左から左から左から
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん
あかまつ

赤松 
  あゆむ  

明優武さん

あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん
あかまつ

赤松 
  ありさ  

亜里咲さん

せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
せき

関 
  ゆうと  

悠斗さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
  みづき  

美月さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
きむら

木村 
  ゆうた  

優太さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
  けんと  

謙仁さん
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　JAには、金融・共済に精通し、地域のお客さまのラ
イフイベントに応じたアドバイスを行うライフアドバイザー
（LA）が各支店に配属されています。
　LAは支店に常駐し、お客さまの元へお伺いする活動
を基本としています。物価高騰など家計の負担は大きくな
るばかりです。この機会にJAのライフアドバイザーにご
相談ください。

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

詳しくは、お近くの支店の渉外担当者までお問合せください。

　
令
和
４
年
度
２
月
期
理
事
会
を
２
月
27
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
農
水
省「
共
済

事
業
向
け
の
総
合
的
な
監
督
指
針
」改
正
に

基
づ
く
共
済
事
業
不
祥
事
件
に
か
か
る
再
発

防
止
策
の
変
更
／
第
２
号
議
案
：
オ
ン
ラ
イ

ン
キ
ャ
ッ
シ
ャ
更
新
／
第
３
号
議
案
：
信
用
事

業
方
法
書（
為
替
取
引
）の
一
部
変
更
／
第
４

号
議
案
：
サ
ニ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
事
業

改
革（
４
月
よ
り
経
済
事
業
所
を
一
部
再
編
）

／
第
５
号
議
案
：
居
所
不
明
組
合
員
の
脱
退

（
３
月
末
を
目
途
に
脱
退
処
理
を
行
う
）出
資

口
数
の
減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
４
年
度
１
月
末
事
業
実
績

／
不
祥
事
件
再
発
防
止
策
に
か
か
る
１
月
の
取

り
組
み
／
自
主（
自
店
）検
査
結
果
の
報
告（
第

３
四
半
期
）／
そ
の
他（
①
共
済
不
祥
事
に
対

す
る
懲
戒
②〔
勝
英
統
括
本
部
〕ひ
ょ
う
害
に
よ

る
和
牛
繁
殖
施
設
の
修
繕
工
事
入
札
結
果
）

　
こ
の
冬
の
大
雪
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た

み
な
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

共
済
金
の
お
支
払
い
、
融
資
の
こ
と
な
ど
、
お

近
く
の
支
店
で
ご
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
収
入
保
険
制
度
の
加
入
も
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ａ
は
、
肥
料
価
格
高
騰
に
よ
る
農
業
経

営
へ
の
影
響
緩
和
の
た
め
に
国
と
県
が
実
施
す

る「
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
」へ
の
申
請
受

付
を
令
和
５
年
４
月
17
日
よ
り
行
い
ま
す
。

申
請
は
肥
料
購
入
窓
口
ま
で
。

　
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
は
振
替
日
の
前

に
預
貯
金
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
残
高

不
足
な
ど
で
振
替
が
で
き
な
い
場
合
は
、
法

定
納
期
限（
所
得
税
3
月
15
日
、
消
費
税
3

月
31
日
）の
翌
日
か
ら
納
付
日
ま
で
延
滞
税
が

か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税4月

24
日（
月
）

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

4
月
27
日（
木
）

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
が
義

務
化
さ
れ
ま
す
。
今
の
う
ち
か
ら
、
相
続
し

た
土
地
・
建
物
の
相
続
登
記
を
し
ま
し
ょ
う
。

今
な
ら
、
相
続
登
記
の
免
税
措
置
も
拡
大
さ

れ
て
い
ま
す
。
相
続
登
記
が
お
済
み
で
な
い
方

は
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
い
内

容
は
下
記
コ
ー
ド
、
お
問
い
合

わ
せ
は
岡
山
地
方
法
務
局（
不

動
産
登
記
部
門
：
０
８
６
ー

２

２
４
ー
５
6
５
８
）ま
で

　
農
業
に
従
事
す
る
方
な
ら
広
く
加
入
で
き

る
公
的
年
金
で
、
国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金

と
し
て
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
保
険
料

は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
所
得
税

や
住
民
税
の
節
税
に
な
り
ま
す
。
一
定
の
条
件

を
満
た
す
場
合
、
保
険
料
の
補
助
を
受
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
農
業
者
年

金
基
金（
専
門
相
談
員
：
０
３
ー

３
５
０
２
ー

３

１
９
９
）ま
た
は
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
窓
口
・
お
住
ま

い
の
市
町
村
農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
J
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
は
食
と
農
を
基
軸
に
、

地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
と
し
て「
み
ん
な

が
元
気
に
な
る
農
業
・
地
域
の
創
造
」の
経
営

理
念
に
基
づ
き
、「
地
域
農
業
の
振
興
」や「
安

全
安
心
な
農
畜
産
物
の
供
給
」「
豊
か
で
暮
ら

し
や
す
い
地
域
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
理
念
に
賛
同
し
、
事
業
利
用
を
通
じ
て

農
業
を
守
り
応
援
を
し
て
い
た
だ
け
る
新
た
な

組
合
員
を
募
っ
て
い
ま
す
。

●
組
合
員
に
な
れ
る
方

　
県
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は
お
勤
め
で
、
当

Ｊ
Ａ
の
事
業
を
利
用
さ
れ
る
方（
定
款
第
12
条

〜
第
14
条
を
満
た
す
個
人
・
団
体
）。
出
資

１
口（
１
０
０
０
円
）か
ら
お
受
け
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
加
入
手
続
き

　
お
近
く
の
支
店
で
お
申
込
み
い
た
だ
き
、
資

格
要
件
を
満
た
し
、Ｊ
Ａ
で
承
認
後
、
正
式
加

入
と
な
り
ま
す
。

　
左
記
に
該
当
す
る
方
は
書
面
で
変
更
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
●
転
居
で
住
所
が
変
わ
っ
た
方

　
●
ご
結
婚
な
ど
で
名
前
が
変
わ
っ
た
方

　
●
農
業
を
廃
業
さ
れ
た
方

　
●
組
合
員
の
死
亡

　
こ
の
ほ
か
、
届
け
出
事
項
に
変
更
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
近
く
の
支
店
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
度
の
優
績
渉

外
担
当
職
員
47
人
を
2
月

上
旬
に
本
店
で
表
彰
し
ま

し
た
。
組
合
員
・
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
生
活
保

障
の
提
案
・
相
談
を
通
じ
、

さ
ら
な
る
満
足
度
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

▼
総
合
表
彰
部
＝
土
門
江
美
、
塚
本
将
久
、

芳
形
洋
平
、
浅
村
悟
志
、
小
林
靖
典
、
藤
原

貴
光
、
田
辺
正
樹
、
岡
部
竜
也
、
佐
藤
浩
朗
、

遠
藤
雅
子
、
平
田
さ
な
え
、
石
井
郁
弥
、
若

山
典
弘
、
古
角
亮
、
森
本
直
行
、
土
岐
辰
弥
、

唐
井
伸
、
坂
川
司
、
浅
沼
大
志
、
山
野
遥
平
、

宇
野
亨
、
立
間
典
恵
、
江
尻
加
奈
、
日
田
吉
彦
、

宮
田
秀
真
、
安
原
遥
平
、
松
本
亮
、
田
村
直
美
、

行
田
恭
明
、
徳
山
悟
史
、
平
中
王
将
、
土
居

美
沙
子
、
甲
本
佑
一
、
田
口
睦
江
、
湯
浅
一
生
、

上
原
真
一
、
綱
澤
明
恵
、
植
月
基
樹
、
三
原

慶
太
、
黒
川
雄
太
、
新
免
泰
知

▼
新
人
表
彰
の
部
＝
高
畠
な
ぎ
さ
、橋
本
美
穂
、

守
屋
裕
子
、
土
屋
順
子
、
草
苅
亜
紀
、
渡
邉

京
太
郎

理
事
会
だ
よ
り

経
済
事
業
改
革
ほ
か

大
雪
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

共
済
金
・
融
資
な
ど
ご
相
談
を

肥
料
価
格
高
騰
対
策
の
事
業
申
請

４
月
17
日
よ
り
受
付
始
め
る

相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

土
地
・
建
物
の
登
記
を

豊
か
な
老
後
に
備
え
て

「
農
業
者
年
金
」に
加
入
し
ま
せ
ん
か

振
替
納
税
の
振
替
日
確
認
を

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

JA からのお知らせ

常勤監事　中浜 義昭 （なかはま よしあき）

）農家の思いに寄り添い 対話を重ねる

おじゃましますおじゃまします
役員
が

ど
も
ん

よ
し
か
た

た
か
み
つ

え
ん
ど
う

や
まか

ら
い

し
ん

う
の

と
お
る

み
や
た

し
ゅ
う
ま

ゆ
き
だ

み
さ
こ

け
い
た

く
ろ
か
わ

た
か
ば
た
け

は
し
も
と

み
ほ

も
り
や

ゆ
う
こ

ゆ
う
た

し
ん
め
ん
や
す
と
も

こ
う
も
と
ゆ
う
い
ち

た
ぐ
ち

む
つ
え

ゆ
あ
さ
か
ず
な
り

や
す
あ
き

う
え
は
ら
し
ん
い
ち

つ
ち
や

じ
ゅ
ん
こ

く
さ
か
り

あ
き

わ
た
な
べ

き
ょ
う
た
ろ
う

つ
な
ざ
わ

あ
き
え

う
え
つ
き

み
は
ら

も
と
き

と
く
や
ま

さ
と
し

ひ
ら
な
か
よ
し
ま
さ

ど
い

や
す
は
ら
よ
う
へ
い

ま
つ
も
と

た
む
ら

な
お
み

り
ょ
う

た
つ
ま

の
り
え

え
じ
り

か
な

ひ
だ

よ
し
ひ
こ

さ
か
が
わ
つ
か
さ

あ
さ
ぬ
ま

ひ
ろ
し

や
ま
の

よ
う
へ
い

の
り
ひ
ろ

こ
か
ど

も
り
も
と
な
お
ゆ
き

と
き

た
つ
や

り
ょ
う

ま
さ
こ

ひ
ら
た

い
し
い

ふ
み
や

わ
か

た
な
べ

ま
さ
き

お
か
べ

さ
と
う

ひ
ろ
あ
き

た
つ
や

よ
う
へ
い

あ
さ
む
ら

さ
と
し

こ
ば
や
し
や
す
の
り

ふ
じ
わ
ら

え
み

つ
か
も
と

ゆ
き
ひ
さ

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
へ

組
合
員
の
加
入
を
募
集
中

み
な
さ
ま
の
保
障
を
サ
ポ
ー
ト

渉
外
優
績
職
員
47
人
を
表
彰

組
合
員
の
み
な
さ
ま
へ

届
け
出
事
項
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か

◀WEB
　サイトは
　コチラ

　
と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館（
東
京
都
）

で
１
月
下
旬
、岡
山
県
産
ブ
ラ
ン
ド「
晴
苺
」

の「
メ
デ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー・
試
食
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
４
年
目
を
迎
え
る
こ
の
取

り
組
み
は「
晴
苺
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
及
び
消

費
拡
大
が
目
的
で
、
首
都
圏
の
主
要
メ
デ
ィ

ア
を
集
め
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　「
晴
苺
」の
ツ
ヤ
の
あ
る
果
皮
、
果
肉
の

き
れ
い
な
赤
色
、
甘
み
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス

の
い
い
濃
厚
な
味
と
香
り
と
い
っ
た
生
果
と

し
て
の
Ｐ
Ｒ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
出
荷

ピ
ー
ク
に
合
わ
せ
て
都
内
の
ス
イ
ー
ツ
店
３

店
舗
で「
晴
苺
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
」も
同
時
開

催
。
若
年
層
や
女
性
に
対
す
る
新
規
販
路

拡
大
な
ど
相
乗
効
果
も
狙
っ
て
い
ま
す
。

　「
晴
苺
」を
販
売
し
て
い
る
東
京
青

果
株
式
会
社
の
担
当
者
に
話
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
セ
ミ
ナ
ー
の
お
か
げ
で

販
売
先
か
ら
の
発
注
量
が
年
々
増
え

て
き
て
お
り
、
今
年
に
つ
い
て
は
不

足
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

生
産
拡
大
・
安
定
供
給
を
お
願
い
し

た
い
」と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

全農岡山県本部　東京事務所
所　長 別所　和彦

べっしょ かずひこ 　2023年10月1日からインボイス制度（適格請求書等保
存方式）がスタートします。インボイスとは複数税率下におい
て適用税率や消費税額等を適正かつ正確に伝える書類とし
て導入されます。業者などが消費税の納税を免除されている
免税業者（例えば小規模農家など）から仕入れする場合、原
則、仕入税額控除の適用を受けることができないため取引
に条件や難色を示される可能性があります。しかし、農協特
例や卸売市場特例を利用することで農協や卸売市場の発行
する書類により仕入税額控除が可能となります。詳しくは、
お近くの営農担当部署までご相談ください。

【農協特例】
ＪＡに委託販売する場合

組合員である生産者の農産物をＪＡが無条件委託方式で販
売し、その代金を共同計算方式により精算する場合には、
生産者はインボイス発行義務が免除されます。

【卸売市場特例】
ＪＡに販売委託した農産物を卸売市場に出荷する場合

生産者がＪＡに販売委託した野菜などの農産物を卸売市場
に出荷して販売する場合も、生産者はインボイスの交付義
務が免除されます。

は
れ
い
ち
ご

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

　全国２位のスイートピー生産量を誇る倉敷市船穂町地区。
訪れた船穂町花き部会の北村明成部会長のハウスは、足
を踏み入れた瞬間から甘い香りが漂い、思わず笑顔にな
ります。基本のピンクや紫をはじめ、近年人気の染め花を
あわせ８５品種以上。今シーズンは初めて、染め技術によ
るブルー系、ブラウン系の３品種を部会で共同開発したと
聞いています。華やかさに裏打ちされる、ち密な栽培管理
からたゆまぬ努力を実感しました。
　高い技術力を生かした高品質安定生産により市場から
の評価も高く、新規就農者が毎年絶えず参入して、技術
継承するなど、産地の維持・発展への情熱を強く感じました。

よくあるご相談

〇金融相談  〇共済相談
・相続に関すること ・ひと保障に関すること
・ローンに関すること ・家の保障に関すること
・投資信託に関すること ・車の保障に関すること

自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は
持続可能な

開発目標（SDGs）を
支援しています。

「
晴
苺
」の
ブ
ラ
ン
ド
強
化
へ

セ
ミ
ナ
ー
や
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
好
評

北
村
部
会
長（
左
）の
ハ
ウ
ス
を
訪

れ
、船
穂
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
出
荷

状
況
な
ど
を
確
認

きたむら あきなり

（
上
）と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館
で
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
／（
下
）

ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
の
晴
苺
パ
フ
ェ・
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
・
ク
リ
ー
ム
サ
ン
ド

インボイス制度に
よる農家への影響

交付が免除される特例があります

ご存知
  ですか！？

JAの
ライフアドバイザー（LA）
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　JAには、金融・共済に精通し、地域のお客さまのラ
イフイベントに応じたアドバイスを行うライフアドバイザー
（LA）が各支店に配属されています。
　LAは支店に常駐し、お客さまの元へお伺いする活動
を基本としています。物価高騰など家計の負担は大きくな
るばかりです。この機会にJAのライフアドバイザーにご
相談ください。

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

詳しくは、お近くの支店の渉外担当者までお問合せください。

　
令
和
４
年
度
２
月
期
理
事
会
を
２
月
27
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
農
水
省「
共
済

事
業
向
け
の
総
合
的
な
監
督
指
針
」改
正
に

基
づ
く
共
済
事
業
不
祥
事
件
に
か
か
る
再
発

防
止
策
の
変
更
／
第
２
号
議
案
：
オ
ン
ラ
イ

ン
キ
ャ
ッ
シ
ャ
更
新
／
第
３
号
議
案
：
信
用
事

業
方
法
書（
為
替
取
引
）の
一
部
変
更
／
第
４

号
議
案
：
サ
ニ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
事
業

改
革（
４
月
よ
り
経
済
事
業
所
を
一
部
再
編
）

／
第
５
号
議
案
：
居
所
不
明
組
合
員
の
脱
退

（
３
月
末
を
目
途
に
脱
退
処
理
を
行
う
）出
資

口
数
の
減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
４
年
度
１
月
末
事
業
実
績

／
不
祥
事
件
再
発
防
止
策
に
か
か
る
１
月
の
取

り
組
み
／
自
主（
自
店
）検
査
結
果
の
報
告（
第

３
四
半
期
）／
そ
の
他（
①
共
済
不
祥
事
に
対

す
る
懲
戒
②〔
勝
英
統
括
本
部
〕ひ
ょ
う
害
に
よ

る
和
牛
繁
殖
施
設
の
修
繕
工
事
入
札
結
果
）

　
こ
の
冬
の
大
雪
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た

み
な
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

共
済
金
の
お
支
払
い
、
融
資
の
こ
と
な
ど
、
お

近
く
の
支
店
で
ご
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
収
入
保
険
制
度
の
加
入
も
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ａ
は
、
肥
料
価
格
高
騰
に
よ
る
農
業
経

営
へ
の
影
響
緩
和
の
た
め
に
国
と
県
が
実
施
す

る「
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
」へ
の
申
請
受

付
を
令
和
５
年
４
月
17
日
よ
り
行
い
ま
す
。

申
請
は
肥
料
購
入
窓
口
ま
で
。

　
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
は
振
替
日
の
前

に
預
貯
金
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
残
高

不
足
な
ど
で
振
替
が
で
き
な
い
場
合
は
、
法

定
納
期
限（
所
得
税
3
月
15
日
、
消
費
税
3

月
31
日
）の
翌
日
か
ら
納
付
日
ま
で
延
滞
税
が

か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税4月

24
日（
月
）

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

4
月
27
日（
木
）

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
が
義

務
化
さ
れ
ま
す
。
今
の
う
ち
か
ら
、
相
続
し

た
土
地
・
建
物
の
相
続
登
記
を
し
ま
し
ょ
う
。

今
な
ら
、
相
続
登
記
の
免
税
措
置
も
拡
大
さ

れ
て
い
ま
す
。
相
続
登
記
が
お
済
み
で
な
い
方

は
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
い
内

容
は
下
記
コ
ー
ド
、
お
問
い
合

わ
せ
は
岡
山
地
方
法
務
局（
不

動
産
登
記
部
門
：
０
８
６
ー

２

２
４
ー
５
6
５
８
）ま
で

　
農
業
に
従
事
す
る
方
な
ら
広
く
加
入
で
き

る
公
的
年
金
で
、
国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金

と
し
て
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
保
険
料

は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
所
得
税

や
住
民
税
の
節
税
に
な
り
ま
す
。
一
定
の
条
件

を
満
た
す
場
合
、
保
険
料
の
補
助
を
受
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
農
業
者
年

金
基
金（
専
門
相
談
員
：
０
３
ー

３
５
０
２
ー

３

１
９
９
）ま
た
は
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
窓
口
・
お
住
ま

い
の
市
町
村
農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
J
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
は
食
と
農
を
基
軸
に
、

地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
と
し
て「
み
ん
な

が
元
気
に
な
る
農
業
・
地
域
の
創
造
」の
経
営

理
念
に
基
づ
き
、「
地
域
農
業
の
振
興
」や「
安

全
安
心
な
農
畜
産
物
の
供
給
」「
豊
か
で
暮
ら

し
や
す
い
地
域
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
理
念
に
賛
同
し
、
事
業
利
用
を
通
じ
て

農
業
を
守
り
応
援
を
し
て
い
た
だ
け
る
新
た
な

組
合
員
を
募
っ
て
い
ま
す
。

●
組
合
員
に
な
れ
る
方

　
県
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は
お
勤
め
で
、
当

Ｊ
Ａ
の
事
業
を
利
用
さ
れ
る
方（
定
款
第
12
条

〜
第
14
条
を
満
た
す
個
人
・
団
体
）。
出
資

１
口（
１
０
０
０
円
）か
ら
お
受
け
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
加
入
手
続
き

　
お
近
く
の
支
店
で
お
申
込
み
い
た
だ
き
、
資

格
要
件
を
満
た
し
、Ｊ
Ａ
で
承
認
後
、
正
式
加

入
と
な
り
ま
す
。

　
左
記
に
該
当
す
る
方
は
書
面
で
変
更
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
●
転
居
で
住
所
が
変
わ
っ
た
方

　
●
ご
結
婚
な
ど
で
名
前
が
変
わ
っ
た
方

　
●
農
業
を
廃
業
さ
れ
た
方

　
●
組
合
員
の
死
亡

　
こ
の
ほ
か
、
届
け
出
事
項
に
変
更
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
近
く
の
支
店
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
度
の
優
績
渉

外
担
当
職
員
47
人
を
2
月

上
旬
に
本
店
で
表
彰
し
ま

し
た
。
組
合
員
・
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
生
活
保

障
の
提
案
・
相
談
を
通
じ
、

さ
ら
な
る
満
足
度
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

▼
総
合
表
彰
部
＝
土
門
江
美
、
塚
本
将
久
、

芳
形
洋
平
、
浅
村
悟
志
、
小
林
靖
典
、
藤
原

貴
光
、
田
辺
正
樹
、
岡
部
竜
也
、
佐
藤
浩
朗
、

遠
藤
雅
子
、
平
田
さ
な
え
、
石
井
郁
弥
、
若

山
典
弘
、
古
角
亮
、
森
本
直
行
、
土
岐
辰
弥
、

唐
井
伸
、
坂
川
司
、
浅
沼
大
志
、
山
野
遥
平
、

宇
野
亨
、
立
間
典
恵
、
江
尻
加
奈
、
日
田
吉
彦
、

宮
田
秀
真
、
安
原
遥
平
、
松
本
亮
、
田
村
直
美
、

行
田
恭
明
、
徳
山
悟
史
、
平
中
王
将
、
土
居

美
沙
子
、
甲
本
佑
一
、
田
口
睦
江
、
湯
浅
一
生
、

上
原
真
一
、
綱
澤
明
恵
、
植
月
基
樹
、
三
原

慶
太
、
黒
川
雄
太
、
新
免
泰
知

▼
新
人
表
彰
の
部
＝
高
畠
な
ぎ
さ
、橋
本
美
穂
、

守
屋
裕
子
、
土
屋
順
子
、
草
苅
亜
紀
、
渡
邉

京
太
郎

理
事
会
だ
よ
り

経
済
事
業
改
革
ほ
か

大
雪
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

共
済
金
・
融
資
な
ど
ご
相
談
を

肥
料
価
格
高
騰
対
策
の
事
業
申
請

４
月
17
日
よ
り
受
付
始
め
る

相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

土
地
・
建
物
の
登
記
を

豊
か
な
老
後
に
備
え
て

「
農
業
者
年
金
」に
加
入
し
ま
せ
ん
か

振
替
納
税
の
振
替
日
確
認
を

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

JA からのお知らせ

常勤監事　中浜 義昭 （なかはま よしあき）

）農家の思いに寄り添い 対話を重ねる

おじゃましますおじゃまします
役員
が

ど
も
ん

よ
し
か
た

た
か
み
つ

え
ん
ど
う

や
まか

ら
い

し
ん

う
の

と
お
る

み
や
た

し
ゅ
う
ま

ゆ
き
だ

み
さ
こ

け
い
た

く
ろ
か
わ

た
か
ば
た
け

は
し
も
と

み
ほ

も
り
や

ゆ
う
こ

ゆ
う
た

し
ん
め
ん
や
す
と
も

こ
う
も
と
ゆ
う
い
ち

た
ぐ
ち

む
つ
え

ゆ
あ
さ
か
ず
な
り

や
す
あ
き

う
え
は
ら
し
ん
い
ち

つ
ち
や

じ
ゅ
ん
こ

く
さ
か
り

あ
き

わ
た
な
べ

き
ょ
う
た
ろ
う

つ
な
ざ
わ

あ
き
え

う
え
つ
き

み
は
ら

も
と
き

と
く
や
ま

さ
と
し

ひ
ら
な
か
よ
し
ま
さ

ど
い

や
す
は
ら
よ
う
へ
い

ま
つ
も
と

た
む
ら

な
お
み

り
ょ
う

た
つ
ま

の
り
え

え
じ
り

か
な

ひ
だ

よ
し
ひ
こ

さ
か
が
わ
つ
か
さ

あ
さ
ぬ
ま

ひ
ろ
し

や
ま
の

よ
う
へ
い

の
り
ひ
ろ

こ
か
ど

も
り
も
と
な
お
ゆ
き

と
き

た
つ
や

り
ょ
う

ま
さ
こ

ひ
ら
た

い
し
い

ふ
み
や

わ
か

た
な
べ

ま
さ
き

お
か
べ

さ
と
う

ひ
ろ
あ
き

た
つ
や

よ
う
へ
い

あ
さ
む
ら

さ
と
し

こ
ば
や
し
や
す
の
り

ふ
じ
わ
ら

え
み

つ
か
も
と

ゆ
き
ひ
さ

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
へ

組
合
員
の
加
入
を
募
集
中

み
な
さ
ま
の
保
障
を
サ
ポ
ー
ト

渉
外
優
績
職
員
47
人
を
表
彰

組
合
員
の
み
な
さ
ま
へ

届
け
出
事
項
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か

◀WEB
　サイトは
　コチラ

　
と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館（
東
京
都
）

で
１
月
下
旬
、岡
山
県
産
ブ
ラ
ン
ド「
晴
苺
」

の「
メ
デ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー・
試
食
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
４
年
目
を
迎
え
る
こ
の
取

り
組
み
は「
晴
苺
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
及
び
消

費
拡
大
が
目
的
で
、
首
都
圏
の
主
要
メ
デ
ィ

ア
を
集
め
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　「
晴
苺
」の
ツ
ヤ
の
あ
る
果
皮
、
果
肉
の

き
れ
い
な
赤
色
、
甘
み
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス

の
い
い
濃
厚
な
味
と
香
り
と
い
っ
た
生
果
と

し
て
の
Ｐ
Ｒ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
出
荷

ピ
ー
ク
に
合
わ
せ
て
都
内
の
ス
イ
ー
ツ
店
３

店
舗
で「
晴
苺
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
」も
同
時
開

催
。
若
年
層
や
女
性
に
対
す
る
新
規
販
路

拡
大
な
ど
相
乗
効
果
も
狙
っ
て
い
ま
す
。

　「
晴
苺
」を
販
売
し
て
い
る
東
京
青

果
株
式
会
社
の
担
当
者
に
話
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
セ
ミ
ナ
ー
の
お
か
げ
で

販
売
先
か
ら
の
発
注
量
が
年
々
増
え

て
き
て
お
り
、
今
年
に
つ
い
て
は
不

足
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

生
産
拡
大
・
安
定
供
給
を
お
願
い
し

た
い
」と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

全農岡山県本部　東京事務所
所　長 別所　和彦

べっしょ かずひこ 　2023年10月1日からインボイス制度（適格請求書等保
存方式）がスタートします。インボイスとは複数税率下におい
て適用税率や消費税額等を適正かつ正確に伝える書類とし
て導入されます。業者などが消費税の納税を免除されている
免税業者（例えば小規模農家など）から仕入れする場合、原
則、仕入税額控除の適用を受けることができないため取引
に条件や難色を示される可能性があります。しかし、農協特
例や卸売市場特例を利用することで農協や卸売市場の発行
する書類により仕入税額控除が可能となります。詳しくは、
お近くの営農担当部署までご相談ください。

【農協特例】
ＪＡに委託販売する場合

組合員である生産者の農産物をＪＡが無条件委託方式で販
売し、その代金を共同計算方式により精算する場合には、
生産者はインボイス発行義務が免除されます。

【卸売市場特例】
ＪＡに販売委託した農産物を卸売市場に出荷する場合

生産者がＪＡに販売委託した野菜などの農産物を卸売市場
に出荷して販売する場合も、生産者はインボイスの交付義
務が免除されます。

は
れ
い
ち
ご

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

　全国２位のスイートピー生産量を誇る倉敷市船穂町地区。
訪れた船穂町花き部会の北村明成部会長のハウスは、足
を踏み入れた瞬間から甘い香りが漂い、思わず笑顔にな
ります。基本のピンクや紫をはじめ、近年人気の染め花を
あわせ８５品種以上。今シーズンは初めて、染め技術によ
るブルー系、ブラウン系の３品種を部会で共同開発したと
聞いています。華やかさに裏打ちされる、ち密な栽培管理
からたゆまぬ努力を実感しました。
　高い技術力を生かした高品質安定生産により市場から
の評価も高く、新規就農者が毎年絶えず参入して、技術
継承するなど、産地の維持・発展への情熱を強く感じました。

よくあるご相談

〇金融相談  〇共済相談
・相続に関すること ・ひと保障に関すること
・ローンに関すること ・家の保障に関すること
・投資信託に関すること ・車の保障に関すること

自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は
持続可能な

開発目標（SDGs）を
支援しています。

「
晴
苺
」の
ブ
ラ
ン
ド
強
化
へ

セ
ミ
ナ
ー
や
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
好
評

北
村
部
会
長（
左
）の
ハ
ウ
ス
を
訪

れ
、船
穂
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
出
荷

状
況
な
ど
を
確
認

きたむら あきなり

（
上
）と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館
で
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
／（
下
）

ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
の
晴
苺
パ
フ
ェ・
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
・
ク
リ
ー
ム
サ
ン
ド

インボイス制度に
よる農家への影響

交付が免除される特例があります

ご存知
  ですか！？

JAの
ライフアドバイザー（LA）
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PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で厳しい状況が続いていますが、本誌は誌面を通じて厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色のすばらしさを
お伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの思いで編集
しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
先
月
号
の
表
紙
は
山
手
の
セ
ロ
リ
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
清
々
し
さ
で
す
。
同
じ
総

社
市
民
と
し
て
嬉
し
い
で
す
。
山
手
直

売
所
に
は
よ
く
買
い
物
に
行
き
、
季
節

の
野
菜
・
果
物
・
花
も
買
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
季
節
は
や
っ
ぱ
り
セ
ロ
リ
で
す
よ
ね
。

総
社
市
・
近
藤 

康
子
さ
ん（
70
代
）

▼
山
手
の
セ
ロ
リ
、
昔
か
ら
大
フ
ァ
ン
で
す
。

後
継
者
不
足
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

若
い
方
た
ち
の
力
で
さ
ら
に
お
い
し
く

な
っ
た
セ
ロ
リ
が
手
に
入
る
の
は
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。

倉
敷
市
・
渡
辺 

陽
子
さ
ん（
50
代
）

▼
私
は
、
セ
ロ
リ
の
食
感
と
独
特
の
風
味

が
大
好
き
で
す
。
が
、
家
族
が
苦
手
な

こ
と
も
あ
り
我
が
家
で
は
め
っ
た
に
買
わ

な
い
食
材
で
す
が
、
無
性
に
食
べ
た
く
な

り
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
購
入
し
ま
す
。 

美
咲
町
・
な
み
さ
ん（
60
代
）

▼
山
手
の
セ
ロ
リ
を
前
か
ら
食
べ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
山
手
直
売
所
に

行
っ
て
み
ま
す
。

矢
掛
町
・
ざ
っ
ぱ
ー
さ
ん（
60
代
）

▼
セ
ロ
リ
の
揚
げ
ギ
ョ
ー
ザ
が
お
い
し
そ

う
。
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
ま
す
。

里
庄
町
・
ｋ
ａ
ｚ
ｕ
さ
ん（
70
代
）

▼
2
月
下
旬
に
山
手
直
売
所
に
行
き
、

山
手
の
セ
ロ
リ
を
買
い
ま
し
た
。
パ
リ
パ

リ
し
て
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

高
梁
市
・
竹
浪 

豊
子
さ
ん（
60
代
）

▼
セ
ロ
リ
の
食
べ
方
が
解
ら
な
く
て
敬
遠
し

て
い
ま
し
た
が
、
先
月
号「
晴
れ
び
と
」の

劒
持
さ
ん
の
作
ら
れ
た
セ
ロ
リ
を
食
べ
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

津
山
市
・
遠
藤 

美
栄
子
さ
ん（
70
代
）

▼
先
月
号
特
集「
J
A
共
済
小
・
中
学
生

書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
見
て
、
み
ん
な
と
て
も
上
手
く
て
感
心

し
ま
し
た
。
自
分
も
何
か
夢
中
に
な
れ
る

こ
と
に
一
生
懸
命
取
り
組
も
う
と
思
い
ま

し
た
。

赤
磐
市
・
ち
ぃ
さ
ん（
10
代
）

▼
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
の
す
ば
ら
し

さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
心
に
響
く
よ
う
な

美
し
い
文
字
に
見
と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

新
見
市
・
の
ら
さ
ん（
60
代
）

▼
特
集
の
書
道
。
と
て
も
す
ば
ら
し
く
感

動
し
ま
し
た
。
私
も
習
っ
て
い
た
の
で
、

ま
た
習
い
た
く
な
り
ま
し
た
。

勝
央
町
・
福
田 

真
由
美
さ
ん（
40
代
）

▼
名
残
惜
し
い
冬
野
菜
。
春
に
な
っ
て
も

食
べ
た
く
て
漬
物
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま

す
。
親
戚
・
友
人
に
お
裾
分
け
す
る
と

喜
ん
で
く
れ
ま
す
♪
そ
の
笑
顔
に
元
気
も

ら
っ
て
ま
す
。

井
原
市
・
コ
マ
ち
ゃ
ん
マ
マ
さ
ん（
60
代
）

▼
イ
チ
ゴ
・
ブ
ド
ウ
・
梨
…「
○
○
狩
り
」

は
未
経
験
で
す
。
食
べ
る
の
は
大
好
き
だ

け
ど
、
昔
か
ら
腹
八
分
が
健
康
の
秘
訣

と
教
え
ら
れ
て
き
た
の
で
…
。
で
も
一
度

は
体
験
し
た
い
で
す
ね
。

久
米
南
町
・
高
谷 

加
代
子
さ
ん（
60
代
）

▼
先
月
号「
推
し
名
物
ま
つ
り
」で
紹
介
さ

れ
て
い
た
、
津
山
み
の
り
学
園
の
お
せ
ん

べ
い
や
ク
ッ
キ
ー
を
買
い
に
行
こ
う
と
思

い
ま
す
。奈

義
町
・
芦
田 

孝
子
さ
ん（
70
代
）

▼
毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。ク
イ
ズ
は
、

娘
と
頭
抱
え
て
楽
し
く
や
っ
て
ま
す
。
娘

は
４
月
か
ら
中
学
生
で
す
。
ひ
と
り
親

家
庭
の
中
、
さ
み
し
い
思
い
も
さ
せ
ま
し

た
が
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
ま
し
た
。
面

と
向
か
っ
て
言
え
な
い
け
ど
、「
あ
り
が

と
う
！
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
れ
！
お

母
さ
ん
も
頑
張
る
ぞ
ぉ
！
」

真
庭
市
・
だ
る
ま
さ
ん（
40
代
）

▼
春
は
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
は
ず

で
す
が
、
気
温
の
変
化
が
激
し
く
、
身

体
が
思
う
よ
う
に
つ
い
て
い
け
な
い
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
?
春
よ
、
来
い
！

笠
岡
市
・
よ
し
べ
え
さ
ん（
60
代
）

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

唱歌『花』に歌われている川
写真などを撮影するための施設
ラクダやアルパカに似たアンデス地
方の動物
クジラより小さめです
4月なのに冷えるなあ、―の戻りかな
書類の何も書かれていない部分
新1年生の皆さん、ご―おめでとう!
爬虫（はちゅう）類は変温動物、哺乳
類は―動物
1、3、5、7、9……
日本人の主食です
船を着けます

1
2
3

4
6
9
11
13

15
17
19

野球のBSOのS
敵ではありません
正しい答えに付けるマーク
遠くて近きは―の仲
シオマネキもこの仲間です
得意なもの。漢字で書くと十八番
体温計を挟みます
空弁（そらべん）が売られている所
田畑を耕す道具の1つ
ギリシャ文字の最後の字。Ω、ωと書
きます
選抜高等学校野球大会の会場です

2
5
7
8
10
12
14
16
18
20

21

ヨコのカギ タテのカギ

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　総務企画課
　「晴ればれ」係

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場
合がございますがご了承ください。
※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの
掲載や当選賞品発送、JA事業運営以外では使用い
たしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触
れる可能性のないものに限ります。
※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、
ご自身のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただ
きます。
※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で
掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２３年4月7日（金）必着

あとがき

応募フォームURL：
　https://www.ja-hareoka.or.jp/form/harebare_present/ 
FAX：086－476－1840

本誌に関して

ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸのいずれかに、必要事
項をご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

クロスワードパズル
先月号の答え

「イチゴガリ」
応募総数
704件

け
ん
も
つ

 

　
直
売
所
巡
り
は
楽
し
い
で
す
ね
〜
！
売
り
方
や
Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
ど
各

直
売
所
で
個
性
が
あ
っ
て
見
て
い
て
飽
き
ま
せ
ん
。
そ
の
土
地
な

ら
で
は
の
野
菜
や
加
工
品
な
ど
も
要
チ
ェッ
ク
で
す
。

　
し
か
も
遠
く
だ
か
ら
と
購
入
を
あ
き
ら
め
て
い
た
商
品
が
、
直

売
所
同
士
の
つ
な
が
り
で
近
く
の
店
舗
で
買
え
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
嬉
し
さ
！
当
Ｊ
Ａ
に
は
各
地
に
直
売
所

が
あ
り
ま
す
が
、
行
っ
た
こ
と
の
な
い
店
舗
が

ま
だ
ま
だ
！
回
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
登
録
し
て
い
た
だ
く

と
、
直
売
所
の
イ
ベ
ン
ト
も
小
ま
め
に
チ
ェッ
ク

で
き
る
の
で
ぜ
ひ
直
売
所
巡
り
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。（
江
森
）

岡山市　山谷 睦子さん

倉敷市　兼信 清子さん

吉備中央町　藤井 尊さん

ソ
ラ
と
サ
ン
・
ピ
オ
ー

に
ゃ
・
マ
ス
キ
ャ
ッ
ト
…
。

か
わ
い
い
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

が
で
き
ま
し
た
！

匿
名
希
望

手芸のウサギをおばあちゃんと一緒に
作りました。 刺繡が難しくて手伝って
もらいました。
久米南町　ゆうちゃん

家の光2022年12月号掲載♪

スマートフォンから簡単

応募フォームはこちら

み
な
さ
ま
か
ら
の「
写
真
」「
イ
ラ

ス
ト
」「
お
便
り
」「
川
柳
」の
ご
応

募
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！！

応
募
フ
ォ
ー
ム
・
F
A
X

で
の
応
募
も
O
K
!!

数十年に一度  サトイモに花

※写真はイメージです

正解者の中から抽選で
15人の方に
「備中牛®ローススライス」

をプレゼント！！

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地
域の
良さ再発見!!

お得情報をスピーディーに！
ぜひLINE登録をお願いします！！

22HAREBARE



PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で厳しい状況が続いていますが、本誌は誌面を通じて厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色のすばらしさを
お伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの思いで編集
しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
先
月
号
の
表
紙
は
山
手
の
セ
ロ
リ
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
清
々
し
さ
で
す
。
同
じ
総

社
市
民
と
し
て
嬉
し
い
で
す
。
山
手
直

売
所
に
は
よ
く
買
い
物
に
行
き
、
季
節

の
野
菜
・
果
物
・
花
も
買
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
季
節
は
や
っ
ぱ
り
セ
ロ
リ
で
す
よ
ね
。

総
社
市
・
近
藤 

康
子
さ
ん（
70
代
）

▼
山
手
の
セ
ロ
リ
、
昔
か
ら
大
フ
ァ
ン
で
す
。

後
継
者
不
足
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

若
い
方
た
ち
の
力
で
さ
ら
に
お
い
し
く

な
っ
た
セ
ロ
リ
が
手
に
入
る
の
は
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。

倉
敷
市
・
渡
辺 

陽
子
さ
ん（
50
代
）

▼
私
は
、
セ
ロ
リ
の
食
感
と
独
特
の
風
味

が
大
好
き
で
す
。
が
、
家
族
が
苦
手
な

こ
と
も
あ
り
我
が
家
で
は
め
っ
た
に
買
わ

な
い
食
材
で
す
が
、
無
性
に
食
べ
た
く
な

り
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
購
入
し
ま
す
。 

美
咲
町
・
な
み
さ
ん（
60
代
）

▼
山
手
の
セ
ロ
リ
を
前
か
ら
食
べ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
山
手
直
売
所
に

行
っ
て
み
ま
す
。

矢
掛
町
・
ざ
っ
ぱ
ー
さ
ん（
60
代
）

▼
セ
ロ
リ
の
揚
げ
ギ
ョ
ー
ザ
が
お
い
し
そ

う
。
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
ま
す
。

里
庄
町
・
ｋ
ａ
ｚ
ｕ
さ
ん（
70
代
）

▼
2
月
下
旬
に
山
手
直
売
所
に
行
き
、

山
手
の
セ
ロ
リ
を
買
い
ま
し
た
。
パ
リ
パ

リ
し
て
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

高
梁
市
・
竹
浪 

豊
子
さ
ん（
60
代
）

▼
セ
ロ
リ
の
食
べ
方
が
解
ら
な
く
て
敬
遠
し

て
い
ま
し
た
が
、
先
月
号「
晴
れ
び
と
」の

劒
持
さ
ん
の
作
ら
れ
た
セ
ロ
リ
を
食
べ
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

津
山
市
・
遠
藤 

美
栄
子
さ
ん（
70
代
）

▼
先
月
号
特
集「
J
A
共
済
小
・
中
学
生

書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
見
て
、
み
ん
な
と
て
も
上
手
く
て
感
心

し
ま
し
た
。
自
分
も
何
か
夢
中
に
な
れ
る

こ
と
に
一
生
懸
命
取
り
組
も
う
と
思
い
ま

し
た
。

赤
磐
市
・
ち
ぃ
さ
ん（
10
代
）

▼
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
の
す
ば
ら
し

さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
心
に
響
く
よ
う
な

美
し
い
文
字
に
見
と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

新
見
市
・
の
ら
さ
ん（
60
代
）

▼
特
集
の
書
道
。
と
て
も
す
ば
ら
し
く
感

動
し
ま
し
た
。
私
も
習
っ
て
い
た
の
で
、

ま
た
習
い
た
く
な
り
ま
し
た
。

勝
央
町
・
福
田 

真
由
美
さ
ん（
40
代
）

▼
名
残
惜
し
い
冬
野
菜
。
春
に
な
っ
て
も

食
べ
た
く
て
漬
物
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま

す
。
親
戚
・
友
人
に
お
裾
分
け
す
る
と

喜
ん
で
く
れ
ま
す
♪
そ
の
笑
顔
に
元
気
も

ら
っ
て
ま
す
。

井
原
市
・
コ
マ
ち
ゃ
ん
マ
マ
さ
ん（
60
代
）

▼
イ
チ
ゴ
・
ブ
ド
ウ
・
梨
…「
○
○
狩
り
」

は
未
経
験
で
す
。
食
べ
る
の
は
大
好
き
だ

け
ど
、
昔
か
ら
腹
八
分
が
健
康
の
秘
訣

と
教
え
ら
れ
て
き
た
の
で
…
。
で
も
一
度

は
体
験
し
た
い
で
す
ね
。

久
米
南
町
・
高
谷 

加
代
子
さ
ん（
60
代
）

▼
先
月
号「
推
し
名
物
ま
つ
り
」で
紹
介
さ

れ
て
い
た
、
津
山
み
の
り
学
園
の
お
せ
ん

べ
い
や
ク
ッ
キ
ー
を
買
い
に
行
こ
う
と
思

い
ま
す
。奈

義
町
・
芦
田 

孝
子
さ
ん（
70
代
）

▼
毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。ク
イ
ズ
は
、

娘
と
頭
抱
え
て
楽
し
く
や
っ
て
ま
す
。
娘

は
４
月
か
ら
中
学
生
で
す
。
ひ
と
り
親

家
庭
の
中
、
さ
み
し
い
思
い
も
さ
せ
ま
し

た
が
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
ま
し
た
。
面

と
向
か
っ
て
言
え
な
い
け
ど
、「
あ
り
が

と
う
！
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
れ
！
お

母
さ
ん
も
頑
張
る
ぞ
ぉ
！
」

真
庭
市
・
だ
る
ま
さ
ん（
40
代
）

▼
春
は
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
は
ず

で
す
が
、
気
温
の
変
化
が
激
し
く
、
身

体
が
思
う
よ
う
に
つ
い
て
い
け
な
い
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
?
春
よ
、
来
い
！

笠
岡
市
・
よ
し
べ
え
さ
ん（
60
代
）

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

唱歌『花』に歌われている川
写真などを撮影するための施設
ラクダやアルパカに似たアンデス地
方の動物
クジラより小さめです
4月なのに冷えるなあ、―の戻りかな
書類の何も書かれていない部分
新1年生の皆さん、ご―おめでとう!
爬虫（はちゅう）類は変温動物、哺乳
類は―動物
1、3、5、7、9……
日本人の主食です
船を着けます
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17
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野球のBSOのS
敵ではありません
正しい答えに付けるマーク
遠くて近きは―の仲
シオマネキもこの仲間です
得意なもの。漢字で書くと十八番
体温計を挟みます
空弁（そらべん）が売られている所
田畑を耕す道具の1つ
ギリシャ文字の最後の字。Ω、ωと書
きます
選抜高等学校野球大会の会場です

2
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8
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16
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20
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晴
れ
び
と
！

「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌

h a r e  b a r e

h a r e  b a r e
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ホームページ
随時更新中！！
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酪
農
か
ら〝
楽
農
〞へ

「
備
中
牛
®」の
複
合
一
貫
に
手
応
え

ご飯のお供 お弁当のおかずに

牛肉の大和煮
[ 材 料／2人分 ] [つくりかた ]

1. 牛肉を1cm幅の棒状に切る。
2. ショウガの皮をむき千切りにする。
３．Ａの調味料を合わせておく。
4. 鍋に油を入れ熱し、①を炒める。
5. ②と③を入れ、落とし蓋をして約
10分中火で煮る。

6. 落とし蓋を取り、汁気が1/3になっ
たら完成。

■牛肉　サーロインステーキ用　　　　　　　
（もしくはバラ肉ブロック）…1cm厚さのもの（150ｇ）
■ショウガ…………………………………30ｇ
■油…………………………………………少々
　　酒…………………………………大さじ3
　　しょうゆ……………………………大さじ2
　　砂糖………………………………大さじ2
　　水……………………………………100㎖

こ く し ょ う こ く さ ん

A

火加減は強くなりすぎないように！
煮詰めすぎると、牛肉が固くなってしまいます。

特 集
声かけが鍵！　　
春の農作業安全

今回は本誌で
紹介されている
「備中牛®」で作りました!!
すばらしいお肉ですよ!!

ＪＡ岡山厚生連
管理栄養士　久保 敦子 先生

くぼ あつこ

LINEはじめました!!ぜひお友だち登録を（詳しくは１４・23ページ） 24HAREBARE


